









The Structure of the Succession of the Throne
and Blood-Related Groupes in Ancient Japanese


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































注:こ の図 は主 に王 国維 の 「殷 ト辞 中所見先公先王 考」、 「殷 ト辞中所見先公先
王続 考」、 「商先王世 数」に よるものであ る。た だ し18代 「和甲」の名 は楊樹達
の 「竹書紀年所見殷王名疏証 」(『積微 居甲文説』上 海古籍書店、1986年)に よ
った。
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(父
子
〈
一
般
に
庶
子
を
含
む
〉
相
承
で
も
、
嫡
長
男
継
承
で
も
い
ず
れ
も
直
系
継
承
で
あ
る
。
区
別
す
る
場
合
は
、
嫡
長
男
継
承
を
嫡
系
継
承
と
呼
ぶ
)。
し
か
し
、
夏
・
商
の
後
、
周
の
前
、
す
な
わ
ち
前
述
し
た
商
の
十
四
代
の
最
後
の
王
で
あ
る
天
乙
(湯
)
か
ら
帝
辛
ま
で
の
三
十
代
の
王
の
中
、
湯
(湯
の
長
子
の
太
丁
は
未
だ
立
た
ず
し
て
卒
す
)
か
ら
庚
丁
に
至
る
二
十
六
代
の
王
の
う
ち
十
三
代
も
「兄
終
弟
及
」
が
行
わ
れ
た
、
庚
丁
以
後
は
ま
た
父
子
相
承
に
復
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
継
承
関
係
は
図
5
a
の
と
お
り
で
あ
る
。
甲
骨
ト
辞
の
研
究
者
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
王
の
名
前
の
書
き
方
が
違
う
と
い
う
。
例
え
ば
同
じ
人
物
の
太
丁
、
外
丙
、
外
壬
、
河
亶
甲
、
祖
乙
、
祖
辛
、
祖
丁
、
沃
甲
や
陽
甲
な
ど
は
甲
骨
文
で
は
大
丁
、
ト
丙
、
卜
壬
、
戔
甲
、
且
乙
、
且
辛
、
且
丁
、
羌
甲
や
和
甲
な
ど
と
表
記
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
『史
記
』
殷
本
紀
に
第
八
代
の
雍
己
と
第
九
代
の
太
戊
の
順
も
逆
に
な
っ
て
い
た
。
ゆ
え
に
あ
る
研
究
者
は
大
戊
は
同
世
代
の
三
王
の
中
で
兄
で
も
な
く
、
末
弟
で
も
な
く
て
、
古
来
の
王
位
継
承
法
で
は
、
彼
の
子
の
中
丁
が
王
位
を
継
承
す
る
権
利
は
な
か
っ
　
お
　
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
商
王
に
な
っ
た
。
歴
史
で
は
、
そ
れ
は
「九
世
乱
」
を
起
こ
し
た
禍
根
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
王
国
維
は
ト
辞
に
よ
っ
て
『史
記
』
殷
本
紀
に
お
け
る
且
乙
が
戔
甲
(河
亶
甲
)
の
子
で
は
な
く
、
中
丁
の
子
で
あ
る
と
訂
正
し
、
そ
れ
が
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
。
訂
正
後
の
王
の
名
前
と
王
位
の
順
は
図
5
b
の
よ
う
に
な
る
。
以
下
は
、
甲
骨
ト
辞
に
よ
っ
て
訂
正
し
た
王
位
継
承
(図
5
b
を
参
照
)
を
根
拠
と
し
て
こ
の
時
期
の
「兄
終
弟
及
」
を
検
討
す
る
。
ま
ず
、
そ
の
十
三
代
の
「兄
終
弟
及
」
に
つ
い
て
、
『史
記
』
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。
「湯
崩
。
太
子
太
丁
未
レ立
而
卒
。
於
レ是
、
迺
立
二太
丁
之
弟
外
丙
一、
是
為
二帝
外
丙
一。
帝
外
丙
即
レ位
、
三
年
崩
。
立
二
外
丙
之
弟
中
壬
一、
是
為
二帝
中
壬
一。
帝
中
壬
即
レ位
、
四
年
崩
。
伊
尹
迺
立
二
太
丁
之
子
太
甲
一。
太
甲
成
湯
嫡
長
孫
也
。
是
為
二帝
太
甲
一」
(湯
崩
ず
。
太
子
太
丁
未
だ
立
た
ず
し
し
ゆ
つ
な
て
卒
す
。
是
に
於
い
て
、
迺
ち
太
丁
の
弟
外
丙
を
立
つ
、
是
を
帝
外
丙
と
為
す
。
帝
つ
ほ
う
外
丙
位
に
即
き
、
三
年
に
し
て
崩
ず
。
外
丙
の
弟
中
壬
を
立
て
、
是
を
帝
中
壬
と
為
す
な
わ
す
。
帝
中
壬
位
に
即
き
、
四
年
に
し
て
崩
ず
。
伊
尹
迺
ち
太
丁
の
子
太
甲
を
立
つ
。
　　
　
太
甲
は
成
湯
の
嫡
長
孫
な
り
。
是
を
帝
太
甲
と
為
す
)。
つ
ま
り
湯
の
子
の
大
丁
(『史
記
』
に
は
太
丁
)
の
位
は
二
回
七
年
の
「兄
終
弟
及
」
を
経
て
、
ま
た
湯
の
嫡
孫
の
大
甲
(『史
記
』
に
は
太
甲
)
に
戻
っ
た
。
そ
の
後
、
十
二
代
の
戔
甲
　お
　
も
位
を
兄
(中
丁
)
の
子
の
且
乙
に
戻
し
(図
5
b
を
参
照
)、
十
五
代
の
羌
甲
も
位
を
兄
(且
辛
)
の
子
の
且
丁
(十
六
代
)
に
戻
し
た
。
且
丁
が
な
く
な
っ
た
後
、
前
任
者
の
叔
父
羌
甲
の
子
、
す
な
わ
ち
従
弟
の
南
庚
(十
七
代
)
が
即
位
し
た
が
、
南
庚
の
後
に
、
位
は
ま
た
且
丁
の
子
、
つ
ま
り
且
乙
の
嫡
系
の
二
世
代
お
い
た
孫
の
和
甲
(十
八
代
)
に
戻
し
た
。
兄
の
子
が
幼
少
で
あ
る
の
は
弟
の
即
位
の
重
要
な
原
因
で
あ
る
。
し
か
し
弟
は
王
位
を
兄
の
子
で
は
な
く
、
自
ら
の
子
に
譲
位
し
て
、
そ
れ
は
「自
二
中
丁
一以
来
、
廃
レ嫡
而
更
立
二
諸
弟
こ
も
ご
も
子
一
、
弟
子
或
争
相
代
立
、
比
二
九
世
一乱
」
(中
丁
よ
り
以
来
、
嫡
を
廃
し
て
更
々
も
ろ
も
ろ
あ
ひ
か
は
い
た
諸
々
の
弟
と
子
と
を
立
つ
。
弟
と
子
と
あ
る
い
は
争
ひ
、
相
代
り
立
つ
。
九
世
に
比
み
だ
　　
　
る
ま
で
乱
る
)
と
い
う
事
態
を
招
い
た
。
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日本古代社会における王位継承と血縁集団の構造
ま
た
、
こ
の
時
代
の
王
位
継
承
に
お
け
る
十
三
世
代
の
「兄
終
弟
及
」
に
つ
い
て
は
、
甲
骨
卜
辞
学
専
門
家
の
胡
厚
宣
は
、
ト
辞
に
お
け
る
先
祖
の
祭
祀
と
婚
姻
制
と
の
関
連
か
ら
論
証
し
た
。
彼
は
、
殷
商
の
後
半
に
お
い
て
祀
ら
れ
て
い
た
位
牌
に
王
の
数
人
の
妻
の
中
で
一
人
だ
け
正
妻
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
宗
法
制
度
、
つ
ま
り
父
系
出
自
と
関
わ
る
族
外
婚
制
お
よ
び
長
子
継
承
制
は
す
で
に
確
立
し
て
い
た
、
し
か
も
正
妻
の
子
は
王
位
を
継
承
で
き
る
が
、
そ
れ
以
外
の
妻
の
子
は
、
継
承
で
き
な
か
っ
た
と
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
彼
は
殷
の
後
半
に
立
太
子
制
も
成
立
し
、
王
位
継
承
は
す
で
に
「兄
終
弟
及
」
で
は
な
く
、
　が
　
父
子
継
承
が
継
承
制
の
主
流
に
な
っ
た
と
考
え
た
。
ま
た
張
光
直
は
甲
骨
卜
辞
を
利
用
し
て
王
位
継
承
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
検
討
し
た
上
で
胡
厚
宣
の
　　
　
右
記
の
論
考
は
も
っ
と
も
有
力
な
論
説
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
父
子
相
承
と
い
う
直
系
継
承
法
は
夏
の
時
代
か
ら
す
で
に
確
立
し
、
殷
の
後
半
に
は
嫡
系
継
承
制
も
萌
え
出
た
と
見
な
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
の
「兄
終
弟
及
」
は
弟
子
が
王
位
を
争
っ
た
た
め
に
、
一
時
父
子
相
承
が
混
乱
し
た
。
中
国
の
歴
史
に
お
い
て
、
こ
れ
を
"乱
嗣
"
と
称
す
る
。
父
子
継
承
制
を
立
て
た
後
の
一
時
の
「兄
終
弟
及
」
は
周
代
に
嫡
長
男
継
承
制
が
確
立
さ
れ
た
後
も
し
ぼ
し
ば
見
え
る
。
嫡
長
男
継
承
制
を
確
立
し
た
周
公
は
同
母
兄
の
武
王
が
な
く
な
っ
た
と
き
「
成
王
(武
王
の
子
-
筆
者
)
少
、
周
わ
か
初
定
二
天
下
一。
周
公
恐
二
諸
侯
畔
一、
周
公
乃
摂
二
行
政
一
当
レ
国
」
(成
王
少
く
、
周
初
め
て
天
下
を
定
む
。
周
公
、
諸
侯
の
曙
く
を
恐
れ
、
周
公
乃
靱
砺
弾、怒
攤
筏
し
て
国
に
当
る
)
。
「
周
公
行
レ
政
七
年
、
成
王
長
。
周
公
反
二
政
成
王
一、
北
面
就
二
群
か
え
臣
之
位
一
」
(周
公
、
政
を
行
ふ
こ
と
七
年
、
成
王
長
ず
。
周
公
、
政
を
成
王
に
反
し
、
　ふ
　
北
面
し
て
群
臣
の
位
に
就
く
)。
つ
ま
り
周
公
が
王
位
を
兄
の
子
に
戻
し
た
の
は
、
武
王
の
直
系
の
子
孫
に
引
き
続
き
王
位
を
継
承
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
継
承
は
春
秋
時
代
に
も
頻
り
に
見
え
る
。
例
え
ぽ
『春
秋
左
氏
伝
』
隠
公
三
年
の
記
事
に
よ
る
と
、
紀
元
前
七
二
八
年
宋
の
宣
公
は
自
分
の
子
で
は
な
く
弟
の
穆
公
に
位
を
譲
っ
た
。
紀
元
前
七
二
〇
年
穆
公
は
病
気
に
か
か
っ
た
際
、
大
司
馬
の
孔
父
を
呼
び
寄
せ
て
自
分
の
死
後
は
兄
宣
公
の
子
(名
は
與
夷
)
を
即
位
さ
せ
る
よ
う
に
依
属
し
た
が
、
孔
父
が
、
「群
臣
願
レ奉
レ
馮
也
」
(群
臣
、
馮
を
奉
ぜ
ん
こ
と
を
願
ふ
)
と
答
え
た
時
、
穆
公
は
「
不
可
。
先
君
以
二
寡
人
一
為
レ賢
、
使
レ主
二
社
稷
一。
若
棄
レ徳
不
レ
讓
、
是
廢
二
先
君
之
挙
一也
」
(不
可
な
か
じ
ん
し
ゆ
り
。
先
君
寡
人
を
以
て
賢
と
為
し
、
社
稷
に
主
た
ら
し
む
。
若
し
徳
を
棄
て
て
譲
ら
ず
ん
ば
、
是
れ
先
君
の
挙
を
廃
す
る
な
り
)
と
い
っ
た
。
そ
し
て
八
月
穆
公
が
な
く
な
り
、
兄
の
子
の
與
夷
が
即
位
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
君
子
は
「宋
宣
公
可
レ謂
レ知
ン
人
矣
。
立
二穆
公
一、
其
子
饗
ン
之
、
命
以
レ
義
夫
」
(宋
の
宣
公
は
人
い
う
め
い
を
知
れ
り
と
謂
ふ
可
し
。
穆
公
を
立
て
て
、
其
の
子
之
を
饗
け
し
は
、
命
ず
る
に
義
を
以
っ
て
す
る
か
な
)
と
い
い
、
ま
た
引
き
続
き
「
商
頌
(頌
は
、
宗
廟
の
祭
り
に
用
い
る
楽
歌
で
、
祖
先
の
徳
を
た
た
え
た
も
の
ー
筆
者
)
日
、
殷
受
レ
命
咸
宜
、
め
い
う
み
な
よ
ろ
百
禄
是
荷
」
(商
頌
に
曰
く
、
殷
の
命
を
受
く
る
は
あ
る
い
は
咸
宜
し
く
、
百
禄
を
に
な
是
れ
荷
ふ
〈本
論
文
に
お
け
る
『春
秋
左
氏
伝
』
の
引
用
の
訓
読
み
は
す
べ
て
「新
　　
　
釈
漢
文
大
系
」
〔明
治
書
院
、
一
九
八
七
年
〕
に
よ
る
〉)
と
記
し
た
。
つ
ま
り
宋
の
穆
公
は
自
ら
の
子
の
馮
で
は
な
く
、
兄
の
子
の
與
夷
に
位
を
戻
し
た
。
し
た
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が
っ
て
、
弟
に
対
す
る
譲
位
は
直
系
継
承
制
の
補
助
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『春
秋
左
氏
伝
』
に
は
ま
た
類
似
の
記
事
が
あ
る
。
ま
ず
、
隠
公
一
年
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
魯
の
恵
公
の
正
夫
人
は
、
宋
か
ら
迎
え
た
孟
子
で
あ
っ
た
。
そ
の
孟
子
が
な
く
な
っ
た
の
で
孟
子
の
腰
元
で
あ
っ
た
声
子
を
後
妻
と
し
た
が
、
そ
の
間
に
隠
公
が
生
ま
れ
た
。
ま
た
宋
の
武
公
に
仲
子
と
い
う
娘
が
生
ま
れ
た
が
、
こ
の
仲
子
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
、
そ
の
掌
の
す
じ
が
魯
の
字
の
形
を
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
大
変
め
で
た
い
し
る
し
で
あ
っ
た
の
で
、
武
公
は
「
こ
の
子
は
き
っ
と
魯
の
夫
人
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
っ
た
。
そ
こ
で
仲
子
は
魯
の
恵
公
の
夫
人
に
な
っ
て
恵
公
の
寵
愛
を
受
け
た
。
後
、
仲
子
か
ら
桓
公
(名
は
允
)
が
生
ま
れ
た
。
恵
公
が
桓
公
を
自
分
の
後
に
立
て
よ
う
と
考
え
て
い
た
が
、
桓
公
の
ま
だ
幼
い
う
ち
に
、
恵
公
が
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
隠
公
は
桓
公
の
兄
と
し
て
一
時
、
君
の
位
に
即
い
て
、
桓
公
を
守
り
立
て
る
こ
と
に
　れ
　
し
た
。
十
年
後
(隠
公
十
一
年
)、
隠
公
の
公
子
羽
父
は
、
大
宰
の
地
位
に
就
こ
う
と
い
う
野
心
か
ら
、
太
子
の
地
位
に
あ
っ
た
桓
公
を
殺
害
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
隠
公
に
申
し
出
た
。
し
か
し
隠
公
は
「為
二
其
少
一故
也
。
吾
將
レ
授
レ
之
矣
。
わ
か
さ
つ
使
レ
営
二
菟
裘
一、
吾
將
レ
老
焉
」
(其
の
少
き
が
為
の
故
な
り
。
吾
將
に
之
に
授
け
ん
と
き
う
い
と
な
お
と
す
。
菟
裘
に
営
ま
し
め
、
吾
將
に
老
い
ん
と
す
)
と
い
い
、
つ
ま
り
隠
公
は
「私
が
位
に
つ
い
て
い
る
の
は
、
桓
公
が
年
若
い
た
め
で
あ
る
が
、
そ
ろ
そ
ろ
桓
公
に
位
を
譲
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
さ
れ
ぽ
菟
裘
に
邸
宅
を
建
て
て
、
そ
　
お
　
こ
に
退
隠
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
」
と
い
っ
て
、
羽
父
の
申
し
出
を
拒
絶
し
た
。
右
記
の
隠
公
の
話
に
対
し
て
『春
秋
左
伝
旧
註
疏
証
』
で
は
「吾
為
允
少
故
攝
代
、
今
允
長
矣
、
吾
方
営
菟
裘
之
地
而
老
焉
、
以
授
子
允
政
」
(吾
、
允
の
少
き
が
為
の
故
に
攝
代
す
、
今
允
長
ず
、
吾
方
に
莵
裘
の
地
に
営
み
て
老
い
ん
と
し
、
以
　お
　
て
子
允
に
政
を
授
く
)
と
解
釈
し
て
い
て
、
こ
の
話
か
ら
允
は
恵
公
の
正
夫
人
の
子
で
あ
っ
た
か
ら
、
隠
公
は
允
と
母
親
の
違
う
兄
で
あ
っ
た
が
、
弟
の
允
が
幼
少
な
の
で
、
摂
代
と
し
て
王
位
に
即
い
た
も
の
の
、
允
が
成
年
に
な
っ
た
た
め
、
王
位
を
ま
た
允
に
戻
し
た
と
分
か
る
。
勿
論
長
い
歴
史
の
中
に
は
即
位
し
た
弟
が
、
自
ら
の
子
を
次
に
位
に
つ
か
せ
る
場
合
も
し
ぼ
し
ぼ
見
え
る
。
そ
れ
を
「私
其
子
」
と
い
う
。
一
般
的
に
は
「私
其
子
」
と
い
う
の
は
「利
己
的
な
行
為
」
と
看
做
さ
れ
、
非
難
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
継
承
制
の
主
流
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
右
記
の
二
例
中
の
兄
の
隠
公
や
弟
の
穆
公
は
い
ず
れ
も
前
王
の
直
系
継
承
人
の
成
年
ま
で
に
摂
代
と
し
て
王
位
に
即
い
た
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
「兄
終
弟
及
」
あ
る
い
は
「摂
代
」
と
い
う
中
国
古
代
の
王
位
継
承
の
も
っ
と
も
重
要
な
特
徴
は
、
兄
の
子
が
成
人
し
、
あ
る
い
は
戦
争
が
終
わ
り
、
政
治
が
安
定
し
た
後
、
弟
が
そ
の
王
位
を
兄
の
子
に
戻
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
こ
そ
、
父
子
相
承
と
い
う
直
系
継
承
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
。
直
系
継
承
の
補
助
た
る
「中
継
」
(摂
代
)
で
は
弟
の
即
位
と
譲
位
は
、
セ
ッ
ト
に
し
て
実
行
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
古
代
に
は
前
述
の
よ
う
に
、
継
承
者
は
成
人
(三
十
歳
以
上
)
し
な
け
れ
ば
王
位
に
即
け
な
い
不
文
律
が
あ
っ
た
。
同
時
に
「中
継
」
し
た
兄
弟
姉
妹
は
、
高
齢
で
も
死
ぬ
ま
で
譲
位
し
な
い
慣
習
も
あ
っ
た
。
こ
れ
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は
も
う
一
つ
の
不
文
律
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ぽ
宣
化
天
皇
は
七
十
三
歳
の
高
齢
で
な
く
な
る
ま
で
譲
位
し
な
か
っ
た
。
推
古
天
皇
は
三
十
九
歳
の
時
、
崇
峻
天
皇
が
大
臣
の
蘇
我
馬
子
に
暗
殺
さ
れ
た
後
に
即
位
し
、
七
十
五
歳
で
な
く
な
る
ま
で
三
十
六
年
間
在
位
し
た
。
長
い
在
位
期
間
に
お
い
て
は
、
王
位
継
承
候
補
者
の
聖
徳
太
子
さ
え
、
彼
女
の
在
位
の
二
十
九
年
目
に
な
く
な
っ
た
。
推
古
天
皇
の
在
位
し
た
三
十
六
年
の
間
に
、
輔
政
し
た
聖
徳
太
子
は
と
っ
く
に
成
人
し
た
が
、
推
古
は
つ
い
に
譲
位
し
な
か
っ
た
。
『日
本
書
紀
』
「皇
極
天
皇
四
年
」
、
皇
極
天
皇
は
コ
謖
二
位
於
軽
皇
子
一。
立
二
中
大
兄
一、
爲
二
皇
太
子
一」
(位
を
軽
皇
子
に
讓
り
た
ま
ふ
。
中
大
兄
を
立
て
て
、
皇
太
子
と
す
)
と
記
さ
れ
て
お
り
、
「孝
徳
天
皇
即
位
前
紀
」
で
も
「天
豐
財
重
日
足
姫
天
皇
、
授
二
璽
綏
一
み
し
る
し
さ
づ
ゆ
づ
禪
レ位
」
(天
豊
財
重
日
足
姫
天
皇
、
璽
綬
を
授
け
た
ま
ひ
て
、
位
を
禪
り
た
ま
ふ
)
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
天
皇
の
崩
御
に
よ
っ
て
新
帝
が
即
位
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、
右
の
記
述
は
天
皇
譲
位
の
最
初
の
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
皇
極
は
こ
の
時
期
の
伝
統
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
ま
ま
死
ぬ
ま
で
王
位
に
あ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
突
然
「譲
位
」
を
表
明
す
る
こ
と
の
方
が
不
自
然
　あ
　
で
あ
る
と
考
え
る
研
究
者
も
い
る
。
し
か
も
譲
位
し
て
も
次
の
継
承
者
は
自
分
の
子
で
は
な
く
、
前
天
皇
の
子
で
も
な
く
、
皇
極
天
皇
の
弟
の
軽
皇
子
に
王
位
を
譲
っ
た
。
し
た
が
っ
て
皇
極
天
皇
の
即
位
と
譲
位
は
「中
継
」
の
意
義
が
全
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
古
代
日
本
で
は
、
皇
太
子
は
成
人
し
な
け
れ
ば
王
位
に
即
け
ず
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
即
位
し
た
兄
弟
姉
妹
が
そ
の
ま
ま
死
ぬ
ま
で
王
位
に
留
ま
っ
て
い
た
(譲
位
は
な
い
)。
こ
れ
は
中
国
の
直
系
継
承
制
の
も
と
で
の
一
時
的
な
兄
弟
継
承
と
は
明
ら
か
に
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。
日
本
の
そ
れ
は
直
系
継
承
に
お
け
る
「中
継
」
の
意
義
を
持
っ
て
い
な
い
と
言
え
る
。
2
王
位
候
補
者
と
継
承
者
の
資
格
に
つ
い
て
周
知
の
如
く
日
本
古
代
社
会
に
お
け
る
王
位
の
継
承
者
は
有
力
豪
族
の
合
議
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
慣
習
が
あ
っ
た
。
合
議
に
お
け
る
候
補
者
は
前
天
皇
の
儲
嗣
と
は
限
ら
な
い
。
例
え
ぽ
崇
峻
天
皇
が
蘇
我
馬
子
に
暗
殺
さ
れ
た
後
「嗣
位
既
空
。
群
臣
請
二
渟
中
倉
太
珠
敷
天
皇
之
皇
后
額
田
部
皇
女
一、
以
將
二令
踐
祚
一。
む
な
皇
后
辞
讓
之
。
百
寮
上
レ表
勧
進
」
(嗣
位
既
に
空
し
。
群
臣
、
渟
中
倉
太
珠
敷
天
ま
う
あ
ま
つ
ひ
つ
ぎ
し
ら
せ
ま
つ
な
皇
の
皇
后
額
田
部
皇
女
に
請
し
て
、
令
踐
祚
ら
む
と
す
。
皇
后
辞
讓
び
た
ま
ふ
。
ま
う
し
ぶ
み
た
て
ま
つ
す
す
め
ま
つ
　
あ
　
百
寮
、
表
を
上
り
て
勧
進
る
)
と
い
う
状
況
の
も
と
で
、
推
古
は
四
代
前
の
欽
明
天
皇
の
娘
、
三
代
前
の
敏
達
天
皇
の
異
母
妹
ま
た
妻
(皇
后
)、
二
代
前
の
用
明
天
皇
の
同
母
妹
お
よ
び
先
代
の
崇
峻
天
皇
の
姉
と
し
て
登
極
し
た
。
彼
女
は
即
位
後
ま
も
な
く
、
敏
達
天
皇
と
彼
女
の
間
の
子
で
は
な
く
、
同
母
兄
の
用
明
天
皇
の
子
の
厩
戸
皇
子
を
太
子
に
立
て
た
。
敏
達
は
欽
明
天
皇
の
嫡
子
で
あ
り
、
皇
太
子
と
し
て
即
位
し
た
。
研
究
者
に
よ
れ
ぽ
敏
達
以
後
の
用
明
、
崇
峻
、
推
古
は
す
べ
て
敏
達
の
子
が
成
長
す
る
ま
　　
　
で
、
中
継
と
し
て
位
に
即
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
前
述
の
通
り
、
推
古
天
皇
は
即
位
し
た
後
、
敏
達
の
子
で
は
な
く
用
明
の
子
を
太
子
に
立
て
た
。
そ
も
そ
も
敏
達
に
は
六
人
の
息
子
が
い
た
。
『日
本
書
紀
』
に
よ
れ
ぽ
広
姫
皇
后
と
の
159
間
の
太
子
の
押
坂
彦
人
皇
子
は
、
用
明
天
皇
の
後
の
位
を
め
ぐ
る
物
部
氏
と
蘇
我
氏
の
闘
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
い
う
が
、
そ
の
運
命
は
記
録
に
残
っ
て
い
な
い
。
推
古
と
の
間
に
で
き
た
竹
田
皇
子
も
推
古
の
即
位
後
ま
も
な
く
な
く
な
っ
た
。
竹
田
皇
子
の
同
母
弟
の
尾
張
皇
子
は
『日
本
書
紀
』
に
は
敏
達
と
推
古
の
間
の
第
五
子
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
何
も
分
か
ら
な
い
か
ら
、
や
は
り
夭
折
し
た
と
推
断
し
得
る
。
こ
の
推
断
が
正
し
か
っ
た
と
し
て
も
、
敏
達
に
は
さ
ら
に
老
女
子
と
の
間
に
難
波
皇
子
・
春
日
皇
子
・
大
派
皇
子
の
三
人
の
息
子
が
い
た
の
で
あ
る
。
『日
本
書
紀
』
の
崇
峻
天
皇
の
即
位
前
記
に
は
、
難
波
皇
子
と
春
日
皇
子
は
、
泊
瀬
部
皇
子
・
竹
田
皇
子
・
厩
戸
皇
子
な
ど
と
一
緒
に
、
蘇
我
馬
子
が
物
部
守
屋
大
連
を
滅
ぼ
す
連
合
軍
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
そ
の
時
難
波
皇
子
と
春
日
皇
子
は
死
ん
で
は
お
ら
ず
、
ま
た
幼
少
で
も
な
い
。
推
古
が
即
位
し
た
直
後
に
難
波
皇
子
・
春
日
皇
子
・
大
派
皇
子
の
三
人
と
も
す
べ
て
な
く
な
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
の
三
人
の
皇
子
は
嫡
子
で
は
な
く
、
王
位
継
承
の
優
先
資
格
は
嫡
子
に
は
及
ぼ
な
い
。
し
か
し
、
直
系
継
承
の
も
と
で
は
庶
子
に
は
継
承
の
資
格
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
兄
弟
ま
た
は
兄
弟
の
子
に
は
そ
の
資
格
が
な
い
。
し
か
し
、
推
古
は
即
位
の
直
後
、
自
ら
の
同
母
兄
弟
の
子
を
太
子
に
立
て
た
。
ゆ
え
に
、
推
古
に
は
王
位
を
敏
達
直
系
に
引
き
続
き
伝
え
る
意
図
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
聖
徳
太
子
は
推
古
よ
り
早
く
な
く
な
っ
た
の
で
、
嗣
位
が
空
い
た
ま
ま
推
古
が
な
く
な
っ
た
。
君
臣
は
次
の
継
承
者
に
つ
い
て
、
意
見
を
統
一
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
蘇
我
氏
は
押
坂
彦
人
の
子
の
田
村
皇
子
を
位
に
即
か
せ
よ
う
と
し
た
が
、
許
勢
臣
大
麻
呂
な
ど
は
聖
徳
太
子
の
子
の
山
背
大
兄
を
推
戴
し
た
。
田
村
皇
子
は
敏
達
の
孫
で
あ
り
、
父
の
押
坂
彦
人
に
は
天
皇
の
経
験
が
な
か
っ
た
。
山
背
大
兄
は
用
明
天
皇
の
孫
で
あ
り
、
父
の
厩
戸
皇
子
は
皇
太
子
の
ま
ま
な
く
な
っ
た
か
ら
、
田
村
皇
子
の
父
と
同
様
に
天
皇
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
前
述
の
研
究
者
の
説
に
よ
れ
ば
、
用
明
の
即
位
は
中
継
だ
と
い
う
。
も
し
そ
う
な
ら
、
用
明
の
子
の
厩
戸
皇
子
が
太
子
に
な
る
こ
と
は
そ
も
そ
も
直
系
継
承
の
原
則
に
反
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
争
い
で
は
敏
達
天
皇
の
孫
で
あ
る
田
村
皇
子
が
直
系
と
し
て
即
位
す
る
の
が
当
た
り
前
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
群
臣
は
継
承
者
に
つ
い
て
「合
意
」
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
『日
本
書
紀
』
に
は
次
の
記
載
が
あ
る
。
山
背
大
兄
、
居
二
於
斑
鳩
宮
一、
漏
二
聆
是
議
一。
即
遣
二
三
國
王
・
櫻
井
臣
和
慈
古
二
人
一、
密
謂
二
大
臣
一
日
、
傳
聞
之
、
叔
父
以
二
田
村
皇
子
一
、
欲
レ
為
二
天
皇
一
。
我
聞
二
此
言
一、
立
思
矣
居
思
矣
、
未
レ
得
二
其
理
一。
願
分
は
か
り
ご
と
明
欲
レ
知
二
叔
父
之
意
一
(山
背
大
兄
、
斑
鳩
宮
に
居
し
ま
し
て
、
是
の
議
を
き
つ
か
は
し
の
び
漏
れ
聆
き
つ
。
部
ち
三
國
王
・
櫻
井
臣
和
慈
古
、
二
人
を
遣
し
て
、
密
に
大
臣
か
た
の
た
ま
つ
て
に
謂
り
て
曰
は
く
、
「傳
に
聞
く
、
叔
父
、
田
村
皇
子
を
以
て
、
天
皇
と
せ
む
と
す
。
我
此
の
言
を
聞
き
て
、
立
ち
て
思
ひ
、
居
て
思
へ
ど
も
、
未
だ
其
の
こ
と
わ
り
ね
が
わ
き
わ
き
こ
こ
ろ
お
も
理
を
得
ず
。
願
は
く
は
、
分
明
に
叔
父
の
意
を
知
ら
む
と
欲
ふ
」
と
の
た
　　
　
ま
ふ
)
。
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右
記
の
記
事
に
よ
る
と
、
こ
の
時
代
、
直
系
継
承
と
い
う
概
念
は
存
在
せ
ず
、
直
系
継
承
は
制
度
と
し
て
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
皇
極
天
皇
四
年
、
皇
極
が
太
子
中
大
兄
に
譲
位
し
た
い
と
い
う
意
志
を
表
明
し
た
た
め
、
中
大
兄
は
即
位
に
つ
い
て
新
興
豪
族
の
中
臣
鎌
足
と
相
談
し
た
。
こ
の
時
中
臣
鎌
足
は
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。
古
人
大
兄
、
殿
下
之
兄
也
。
輕
皇
子
、
殿
下
之
舅
也
。
方
今
、
古
人
大
兄
在
。
而
殿
下
陟
天
皇
位
、
便
違
二人
弟
恭
遜
之
心
一。
且
立
レ舅
以
答
民
き
み
望
一
、
不
二
亦
可
一
乎
(古
人
大
兄
は
、
殿
下
の
兄
な
り
。
輕
皇
子
は
、
殿
下
の
ま
さ
ま
あ
ま
つ
ひ
つ
ぎ
し
ろ
舅
な
り
。
方
に
今
、
古
人
大
兄
在
し
ま
す
。
而
る
を
殿
下
陟
天
皇
位
さ
ば
、
人
つ
つ
し
し
た
が
た
が
お
ほ
み
た
か
ら
ね
が
ひ
か
な
の
弟
恭
み
遜
ふ
心
に
違
は
む
。
且
く
、
舅
を
立
て
て
民
の
望
に
答
は
ば
、
亦
　お
　
可
か
ら
ず
や
)
。
こ
れ
は
『日
本
書
紀
』
の
「孝
徳
天
皇
即
位
前
紀
」
に
見
ら
れ
る
記
事
で
あ
る
。
こ
の
前
紀
に
「天
豐
財
重
日
足
姫
天
皇
、
思
一二欲
傳
二位
於
中
大
兄
一」
(天
豐
財
重
日
足
姫
天
皇
、
位
を
中
大
兄
に
傳
へ
た
ま
は
む
と
思
欲
し
)
と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
皇
極
天
皇
は
中
大
兄
に
譲
位
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
当
時
、
成
人
、
す
な
わ
ち
三
十
歳
以
上
で
な
け
れ
ば
即
位
で
き
な
い
習
慣
が
あ
っ
た
た
め
、
皇
極
天
皇
が
譲
位
す
る
際
、
中
大
兄
は
僅
か
十
九
歳
だ
っ
た
の
で
、
中
臣
鎌
足
が
「人
の
弟
綿
漏
遨
が
心
」
と
い
う
理
由
で
中
大
兄
に
「舅
を
立
て
鳥
ほ
殿
か
げ
豊
ひ
か
な
に
答
」
う
と
な
だ
め
た
。
『日
本
書
紀
』
に
は
、
し
ば
し
ば
神
話
や
異
伝
が
併
記
さ
れ
、
編
纂
時
の
創
作
、
改
作
、
捨
象
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
記
事
は
『日
本
書
紀
』
が
完
成
す
る
数
十
年
前
の
も
の
で
あ
り
、
信
頼
で
き
る
史
実
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
右
記
の
中
臣
鎌
足
の
言
葉
か
ら
見
る
と
、
即
位
の
際
に
、
「恭
遜
之
心
」
「
以
答
二
民
望
一」
が
太
子
に
よ
る
即
位
よ
り
重
要
だ
と
い
う
考
え
は
、
当
時
日
本
人
の
普
遍
的
な
価
値
観
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
孝
徳
天
皇
は
即
位
後
九
年
あ
ま
り
で
な
く
な
っ
た
。
前
述
の
と
お
り
、
そ
の
時
皇
太
子
中
大
兄
が
す
で
に
成
人
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
二
十
七
歳
で
は
即
位
は
で
き
な
い
の
で
、
母
親
の
皇
極
先
帝
が
再
び
位
に
即
い
て
、
斉
明
天
皇
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
定
め
ら
れ
た
継
承
者
が
必
ず
し
も
即
位
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
即
位
の
際
に
ま
ず
考
慮
さ
れ
る
の
は
、
定
め
ら
れ
た
継
承
者
や
、
直
系
者
な
ど
の
要
素
よ
り
も
、
年
齢
と
係
っ
た
「恭
遜
之
心
」
と
「民
望
」
で
あ
っ
た
。
勿
論
軽
皇
子
は
中
大
兄
の
舅
(母
方
の
兄
弟
)
で
あ
る
と
同
時
に
敏
達
天
皇
の
曾
孫
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
は
中
大
兄
と
同
様
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
大
兄
の
父
と
母
は
い
ず
れ
も
天
皇
で
、
自
ら
も
嫡
子
で
あ
り
、
太
子
で
あ
っ
た
。
継
承
者
と
し
て
は
中
大
兄
が
軽
皇
子
お
よ
び
異
母
兄
の
古
人
皇
子
よ
り
ず
っ
と
有
力
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
先
の
中
臣
鎌
足
の
言
葉
か
ら
見
る
と
、
軽
皇
子
は
敏
達
の
曾
孫
だ
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
一
方
で
は
、
中
大
兄
の
舅
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
古
人
皇
子
の
場
合
は
中
大
兄
の
兄
で
あ
っ
た
。
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す
な
わ
ち
二
人
は
い
ず
れ
も
中
大
兄
よ
り
年
長
の
皇
族
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
「民
望
」
を
持
っ
て
い
た
た
め
に
、
即
位
の
際
に
嫡
子
で
あ
る
皇
太
子
中
大
兄
よ
り
も
っ
と
有
力
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
七
世
紀
後
半
ま
で
、
直
系
継
承
の
意
識
も
、
皇
太
子
継
承
の
制
度
も
確
立
・
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
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直
系
継
承
と
立
太
子
に
つ
い
て
太
子
を
立
て
る
と
は
王
が
在
位
期
間
中
に
継
承
者
を
定
め
る
こ
と
で
あ
る
。
本
文
の
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
王
位
の
継
承
は
族
長
・
家
長
の
継
承
と
同
　　
　
じ
よ
う
に
親
族
関
係
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
。
単
位
家
族
が
血
縁
家
族
集
団
に
属
し
、
生
産
・
消
費
な
ど
の
家
族
の
機
能
が
独
立
し
て
い
な
い
社
会
で
は
、
集
団
内
の
権
力
・
財
産
な
ど
の
分
配
・
継
承
・
相
続
は
単
位
家
族
に
は
影
響
し
な
い
。
こ
う
し
た
血
縁
家
族
集
団
に
お
い
て
は
、
地
位
の
継
承
者
は
し
ば
し
ば
集
団
内
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
選
挙
・
任
命
あ
る
い
は
合
議
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
。
し
か
し
、
時
代
が
下
る
と
、
父
子
を
核
心
と
す
る
単
位
家
族
は
血
縁
家
族
集
団
か
ら
分
裂
し
、
一
個
の
独
立
し
た
生
産
・
消
費
の
単
位
に
な
っ
た
。
そ
の
場
合
、
権
力
・
地
位
、
と
り
わ
け
王
位
の
継
承
は
、
王
を
中
心
と
す
る
単
位
家
族
の
利
益
に
直
接
関
わ
る
の
で
、
選
挙
や
任
命
や
合
議
に
よ
ら
ず
王
の
意
志
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
継
承
者
は
血
縁
家
族
集
団
内
の
全
員
の
中
か
ら
選
ぼ
れ
る
の
で
は
な
く
、
王
が
自
ら
の
単
位
家
族
の
利
益
を
守
る
た
め
に
王
自
身
と
血
縁
の
も
っ
と
も
近
い
人
、
す
な
わ
ち
王
の
子
を
継
承
者
と
し
て
い
た
。
王
位
を
め
ぐ
る
諸
子
の
争
い
を
避
け
る
た
め
、
王
は
在
位
期
間
中
に
継
承
者
を
定
め
、
情
勢
に
よ
っ
て
は
自
ら
が
生
き
て
い
る
う
ち
に
位
を
太
子
に
譲
渡
し
、
上
皇
と
し
て
太
子
の
執
政
を
補
助
す
る
。
そ
う
し
て
、
統
治
権
を
永
久
に
自
ら
の
直
系
子
孫
に
渡
し
続
け
る
。
こ
れ
が
太
子
を
立
て
る
理
由
と
目
的
で
あ
っ
た
。
日
本
古
代
に
お
け
る
立
太
子
に
つ
い
て
村
井
康
彦
の
指
摘
し
た
よ
う
に
、
持
統
朝
ま
で
立
太
子
の
意
義
は
皇
位
継
承
者
と
し
て
の
資
格
が
か
な
ら
ず
し
も
保
証
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
皇
太
子
は
天
皇
の
補
佐
役
と
し
て
、
あ
る
場
合
天
皇
に
代
わ
っ
て
国
政
に
参
与
す
る
立
場
で
あ
っ
た
。
村
井
は
、
天
武
天
皇
在
位
中
、
八
年
間
皇
太
子
の
地
位
に
あ
り
な
が
ら
即
位
で
き
な
か
っ
た
草
壁
皇
子
の
反
省
か
ら
持
統
は
孫
の
珂
瑠
皇
子
の
立
太
子
の
半
年
後
に
孫
の
珂
瑠
皇
太
子
に
譲
位
し
た
が
、
そ
の
後
、
皇
太
子
が
空
位
の
期
間
も
多
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
が
皇
太
子
制
に
お
け
る
第
一
の
画
期
で
、
第
四
十
九
代
の
光
仁
天
皇
以
後
、
皇
太
子
の
空
位
の
状
態
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
か
ら
、
そ
れ
は
皇
太
子
　れ
　
制
度
に
お
け
る
第
二
画
期
で
あ
り
、
確
立
期
で
あ
っ
た
と
考
え
た
。
こ
こ
で
日
本
古
代
の
立
太
子
と
中
国
の
立
太
子
制
度
と
比
べ
る
と
そ
の
特
徴
は
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
る
と
思
う
。
中
国
で
は
父
系
相
承
と
い
う
直
系
継
承
制
の
確
立
に
伴
っ
て
、
立
太
子
の
制
度
も
次
第
に
確
立
し
た
。
甲
骨
学
研
究
者
の
胡
厚
宣
に
よ
れ
ぽ
、
立
太
子
の
制
　
む
　
度
が
殷
の
後
半
に
立
て
ら
れ
た
と
い
う
。
周
公
旦
か
ら
嫡
長
男
継
承
制
が
確
立
し
て
以
後
は
、
嫡
長
男
の
み
が
太
子
に
な
れ
る
と
定
め
ら
れ
た
。
「太
子
死
、
有
二
母
弟
一則
立
レ之
、
無
則
立
レ長
、
年
鈞
択
レ
賢
、
義
鈞
則
ト
」
(太
子
死
せ
ば
、
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と
し
ひ
と
母
弟
有
ら
ば
、
則
ち
之
を
立
て
、
無
く
ん
ば
則
ち
長
を
立
て
、
年
鈞
し
く
ぼ
賢
を
択
ぼ
く
　れ
　
び
、
義
鈞
し
く
ぼ
則
ち
ト
す
る
)
と
い
う
の
は
、
古
来
か
ら
の
継
承
法
で
あ
る
。
こ
の
継
承
制
の
も
と
で
は
、
嫡
長
男
は
幼
少
で
も
、
重
い
障
害
が
あ
っ
て
も
太
子
に
な
ら
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
「王
有
二
適
嗣
一、
不
レ
可
レ
乱
也
」
　ゐ
　
(王
に
適
嗣
有
り
、
乱
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
)
と
い
う
の
は
王
位
継
承
の
原
則
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
西
晋
(二
六
五
～
四
三
九
)
の
恵
帝
は
知
的
障
害
者
で
あ
っ
た
が
、
太
子
に
な
っ
た
。
父
の
武
帝
は
何
度
も
そ
の
太
子
を
廃
し
、
ほ
か
の
子
を
太
子
に
立
て
よ
う
と
し
た
が
、
皇
后
と
諸
大
臣
が
「立
嫡
以
長
不
以
賢
」
　ぬ
　
(立
嫡
は
長
を
以
て
し
、
賢
を
以
て
せ
ず
)
と
い
う
周
以
降
の
金
言
を
盾
に
、
武
　　
　
帝
を
思
い
止
ま
ら
せ
た
。
ま
た
、
た
と
え
嫡
長
男
の
人
柄
が
悪
く
て
も
、
太
子
に
立
て
、
王
位
を
継
承
さ
せ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
阻
止
す
る
方
法
は
太
子
を
廃
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
そ
の
太
子
を
殺
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
唐
(六
一
八
～
九
〇
七
)
の
高
祖
の
嫡
長
男
の
李
建
成
は
「好
酒
色
」
「親
賭
徒
悪
覇
」
、
ま
っ
た
く
の
放
蕩
息
子
で
あ
る
が
、
や
は
り
皇
太
子
に
立
て
ら
れ
た
。
唐
の
政
権
を
守
る
た
め
に
、
高
祖
の
次
男
の
李
世
民
は
太
子
で
あ
る
兄
を
殺
し
た
(「玄
武
門
之
変
」
六
二
六
年
)
後
、
自
ら
が
太
子
に
な
っ
た
。
二
ヶ
月
後
父
の
李
淵
(唐
高
祖
〈五
六
六
～
六
一二
五
〉)
が
譲
位
し
、
彼
は
王
位
に
つ
い
て
太
　　
　
宗
と
な
り
、
賢
帝
と
し
て
善
政
を
行
っ
た
。
中
国
古
代
に
お
い
て
は
立
太
子
制
度
の
確
立
に
伴
い
、
王
お
よ
び
皇
帝
の
譲
位
も
頻
繁
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
譲
位
を
「内
禅
」
と
い
う
。
例
え
ぽ
、
北
魏
(三
八
六
～
五
三
四
)
の
孝
文
帝
(四
六
七
～
四
九
九
)
は
二
歳
に
し
て
太
子
に
な
り
、
五
歳
に
も
な
ら
な
い
う
ち
に
即
位
し
た
。
父
の
顕
祖
献
文
帝
拓
跋
　り
　
弘
が
在
位
五
年
僅
か
十
七
歳
で
息
子
に
譲
位
し
た
か
ら
で
あ
る
。
前
述
の
春
秋
時
代
の
宋
穆
公
お
よ
び
唐
の
高
祖
の
譲
位
も
こ
の
「内
禅
」
に
あ
た
る
。
こ
の
事
例
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
立
太
子
と
譲
位
、
特
に
弟
が
即
位
し
た
後
の
王
位
を
兄
の
子
に
返
す
た
め
の
譲
位
は
、
直
系
継
承
制
を
守
る
た
め
の
重
要
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
っ
た
。
『日
本
書
紀
』
で
は
神
武
紀
以
来
皇
太
子
と
い
う
称
号
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
立
太
子
に
つ
い
て
も
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
編
纂
当
時
中
国
の
皇
太
子
と
い
う
称
号
の
み
が
導
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
に
は
皇
太
子
に
当
た
る
ヒ
ツ
ギ
ノ
ミ
コ
と
い
う
称
号
が
あ
り
、
そ
れ
は
霊
を
継
ぐ
者
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
天
皇
の
長
子
や
そ
の
兄
弟
、
さ
ら
に
遠
い
皇
族
も
ヒ
ツ
ギ
ノ
ミ
コ
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
古
く
は
一
人
だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
説
も
あ
り
、
一
人
を
選
ん
だ
と
い
う
説
も
あ
る
。
ま
た
選
定
方
法
に
一
定
の
き
ま
り
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
天
皇
存
命
中
に
必
ず
立
て
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
ま
だ
よ
く
分
か
ら
な
い
。
『日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
、
敏
達
は
欽
明
天
皇
の
第
二
子
で
、
欽
明
二
十
九
年
に
太
子
に
立
て
ら
れ
た
。
推
古
元
年
に
は
、
推
古
の
同
母
兄
の
用
明
天
皇
の
子
厩
戸
皇
子
が
太
子
に
立
て
ら
れ
た
。
孝
徳
天
皇
も
在
位
期
間
中
に
、
自
己
の
子
の
有
間
皇
子
で
は
な
く
、
姉
で
あ
り
前
天
皇
で
あ
る
皇
極
の
子
の
中
大
兄
を
太
子
と
し
た
。
ま
た
女
性
が
太
子
に
な
っ
た
例
も
あ
る
。
聖
武
天
皇
と
光
明
皇
后
の
娘
の
阿
倍
内
親
王
は
聖
武
天
皇
の
在
位
期
間
中
に
太
子
に
立
て
ら
れ
、
後
に
聖
武
の
譲
位
に
よ
り
王
位
に
即
い
て
、
孝
謙
天
皇
と
な
っ
た
。
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そ
も
そ
も
太
子
を
立
て
る
目
的
は
王
位
を
王
自
身
の
単
位
家
族
で
守
る
た
め
で
あ
る
と
先
に
述
べ
た
。
し
か
し
、
推
古
・
孝
徳
天
皇
は
自
身
の
子
で
は
な
く
兄
弟
姉
妹
の
子
を
太
子
に
立
て
、
聖
武
天
皇
は
未
婚
の
娘
を
太
子
に
立
て
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
見
る
と
、
太
子
を
立
て
る
目
的
は
自
ら
の
単
位
家
族
で
王
位
を
守
る
こ
と
に
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
時
代
、
天
皇
個
人
を
中
心
と
　　
　
す
る
単
位
家
族
は
ま
だ
独
立
し
て
お
ら
ず
、
政
治
権
力
や
王
位
は
天
皇
の
一
族
を
単
位
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
天
皇
の
一
族
は
天
皇
(元
.
前
天
皇
を
含
む
)
の
子
だ
け
で
な
く
、
女
性
も
含
め
皆
継
承
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
。
勿
論
天
皇
と
の
血
縁
関
係
は
近
い
ほ
ど
有
力
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
血
縁
集
団
構
造
の
も
と
で
は
、
直
系
継
承
の
必
要
は
な
く
、
太
子
を
立
て
る
意
図
も
直
系
継
承
を
守
る
た
め
で
は
な
か
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
こ
の
時
期
の
太
子
は
天
　れ
　
皇
の
補
佐
役
と
し
て
、
国
政
に
参
与
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
太
子
は
天
皇
の
兄
弟
姉
妹
の
子
供
で
も
、
女
子
で
も
よ
く
、
ま
た
将
来
即
位
し
な
く
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
日
本
で
は
こ
の
時
代
立
太
子
は
ま
だ
制
度
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
4
持
統
～
元
明
天
皇
以
後
の
立
太
子
と
譲
位
に
つ
い
て
持
統
～
元
明
天
皇
の
時
代
に
か
け
て
は
、
王
位
継
承
の
方
法
に
幾
ら
か
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
持
統
天
皇
は
在
位
中
の
十
一
年
(六
九
七
)
春
に
十
五
歳
の
孫
の
軽
皇
　　
　
子
(珂
瑠
)
を
太
子
に
立
て
た
。
ま
た
同
年
の
八
月
、
軽
皇
子
は
「禪
を
受
け
て
位
に
即
き
」
て
、
文
武
天
皇
に
な
る
。
こ
う
し
て
文
武
天
皇
は
歴
史
上
初
の
未
成
年
天
皇
と
な
っ
た
。
持
統
は
太
上
皇
と
し
て
、
大
宝
二
年
(七
〇
二
)
十
二
月
に
亡
く
な
る
ま
で
、
五
年
間
文
武
天
皇
と
協
力
し
て
天
下
を
治
め
た
。
こ
れ
で
従
来
の
「成
人
し
な
け
れ
ぽ
即
位
で
き
な
い
」
と
い
う
不
文
律
と
終
身
在
位
の
原
則
が
崩
れ
、
王
位
継
承
の
方
法
は
大
き
く
変
質
す
る
。
な
お
文
武
天
皇
は
二
十
五
歳
の
若
さ
で
死
ん
だ
の
だ
が
、
そ
の
時
文
武
天
皇
と
藤
原
不
比
等
の
娘
宮
子
と
の
間
の
首
皇
子
は
僅
か
七
歳
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
天
智
の
娘
、
持
統
の
妹
、
草
壁
皇
子
の
妃
、
文
武
の
母
で
あ
る
元
明
天
皇
が
登
極
し
た
。
元
明
天
皇
は
即
位
詔
に
父
の
天
智
天
皇
が
定
め
た
「不
改
常
典
」
(近
江
大
津
宮
御
宇
大
倭
根
子
天
皇
乃
、
与
天
地
共
長
与
日
月
共
遠
不
改
常
典
止
立
賜
比
敷
賜
覊
法
〈近
江
大
津
宮
穐
め概
た晃
しり
し
大
倭
根
子
天
皇
の
、
孺
埋
と
共
に
長
く
の
り
の
り
か
は
日
月
と
共
に
遠
く
改
る
ま
し
じ
き
常
の
典
と
立
て
賜
ひ
敷
き
賜
へ
る
法
〉
〈本
論
文
に
お
け
る
『続
日
本
紀
』
の
引
用
の
訓
読
み
は
す
べ
て
「新
日
本
古
典
文
学
大
系
」
〔岩
　
れ
　
波
書
店
、
一
九
八
九
年
〕
に
よ
る
〉
)
を
引
用
し
た
。
「
不
改
常
典
」
に
つ
い
て
は
　お
　
様
々
な
議
論
が
あ
る
が
、
①
元
明
が
即
位
し
た
こ
と
、
②
元
明
在
位
期
間
の
和
銅
七
年
(七
一
四
)
六
月
、
孫
の
首
皇
子
(十
四
歳
)
を
太
子
に
立
て
た
こ
と
、
③
そ
の
後
太
子
が
「年
歯
幼
く
稚
く
未
だ
深
宮
を
離
れ
ず
」
と
い
う
理
由
で
、
王
位
を
自
分
と
草
壁
の
間
の
娘
、
文
武
天
皇
の
姉
で
あ
る
元
正
へ
譲
位
し
た
こ
と
、
④
元
正
は
後
に
王
位
を
首
皇
子
(聖
武
)
に
譲
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
見
れ
ば
、
「不
改
常
曲
ハ」
が
案
出
さ
れ
た
の
は
天
武
系
の
軽
皇
子
(文
武
)
首
皇
子
(聖
武
)
の
直
系
(若
し
く
は
嫡
系
)
相
承
を
円
滑
に
実
現
さ
せ
る
た
め
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で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
聖
武
天
皇
に
よ
る
立
太
子
に
は
そ
の
意
図
が
も
っ
と
も
著
し
く
表
れ
て
い
る
。
聖
武
天
皇
は
、
藤
原
光
明
子
と
の
問
に
生
ま
れ
た
基
王
を
生
後
三
十
三
日
目
に
太
子
に
立
て
た
が
、
こ
の
子
は
翌
年
、
神
亀
五
年
(七
二
八
)
九
月
に
夭
折
し
た
。
同
じ
年
(七
二
八
)
聖
武
に
は
県
犬
養
広
刀
自
を
母
と
す
る
安
積
親
王
が
誕
生
し
た
。
し
か
し
、
基
王
夭
折
後
の
約
十
年
間
は
皇
太
子
の
位
を
空
け
た
ま
ま
で
、
天
平
十
年
(七
三
八
)
に
至
っ
て
よ
う
や
く
藤
原
光
明
子
を
母
と
す
る
未
婚
の
阿
倍
内
親
王
を
太
子
に
立
て
た
。
そ
の
時
安
積
親
王
は
す
で
に
十
一
歳
で
ま
だ
健
在
し
、
天
平
十
六
年
(七
四
四
)
十
七
歳
で
病
を
得
て
急
死
し
た
が
、
最
後
ま
で
太
子
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
嫡
系
継
承
(こ
こ
で
は
直
系
継
承
で
は
な
い
)
の
意
図
の
顕
在
化
の
一
端
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
持
統
天
皇
か
ら
元
明
天
皇
ま
で
の
時
代
に
お
け
る
王
位
継
承
法
の
変
化
の
原
因
を
求
め
る
場
合
、
以
下
の
二
点
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
に
持
統
天
皇
以
後
、
特
に
聖
武
天
皇
の
時
、
王
位
を
在
位
天
皇
の
自
家
、
特
に
天
皇
・
皇
后
を
中
心
と
す
る
単
位
家
族
内
で
守
ろ
う
と
す
る
立
太
子
お
よ
び
譲
位
の
目
的
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
聖
武
天
皇
の
二
人
の
男
子
の
う
ち
、
基
王
の
み
太
子
に
立
ち
、
安
積
親
王
が
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
そ
の
例
で
あ
る
。
原
因
は
基
王
は
皇
后
(藤
原
光
明
子
)
の
子
で
あ
り
、
安
積
親
王
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
持
統
時
代
に
受
け
た
中
国
文
化
の
影
響
で
あ
る
。
八
世
紀
初
頭
、
文
武
天
皇
時
代
は
日
本
の
律
令
制
度
の
完
成
期
と
看
做
さ
れ
る
が
、
そ
の
基
盤
は
七
世
紀
末
の
持
統
時
代
に
す
で
に
ほ
ぼ
整
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
れ
は
中
国
の
中
央
集
権
制
度
を
手
本
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
『続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
、
八
世
紀
半
ぽ
大
宰
府
に
は
中
国
の
五
経
(『易
経
』
『書
経
』
『詩
経
』
『礼
記
』
『春
秋
』)
は
あ
る
が
、
三
史
(『史
記
』
『漢
書
』
『後
漢
書
』)
の
正
本
が
な
く
、
学
問
を
志
す
徒
に
と
っ
て
不
便
だ
っ
た
た
め
、
歴
代
の
諸
史
各
一
本
を
賜
わ
り
た
い
と
朝
廷
に
請
い
、
朝
廷
は
そ
れ
に
応
じ
て
、
『史
記
』
『漢
書
』
『後
漢
書
』
に
加
え
『
三
国
志
』
『晋
書
』
各
一
部
を
大
宰
府
　お
　
に
賜
わ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
時
日
本
の
朝
廷
に
は
、
中
国
の
そ
の
時
代
ま
で
の
正
史
の
写
本
が
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
中
国
古
代
の
王
位
継
承
法
、
す
な
わ
ち
父
子
直
系
相
承
、
嫡
長
男
継
承
制
も
恐
ら
く
こ
れ
ら
の
史
書
を
通
し
て
、
当
時
の
日
本
の
王
位
継
承
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
国
に
お
い
て
も
継
承
法
は
そ
の
血
縁
集
団
構
造
の
特
質
に
根
を
下
ろ
し
た
も
の
で
あ
り
、
中
国
の
法
令
制
度
が
日
本
に
伝
わ
っ
て
も
、
日
本
固
有
の
血
縁
集
団
の
構
造
自
体
は
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
持
統
以
後
の
王
位
継
承
に
お
い
て
も
、
直
系
あ
る
い
は
嫡
系
継
承
は
、
制
度
と
し
て
確
立
さ
れ
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
天
皇
若
し
く
は
前
天
皇
の
男
女
の
子
孫
ら
は
い
ず
れ
も
継
承
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
。
聖
武
天
皇
の
娘
阿
倍
内
親
王
は
天
平
十
年
(七
三
八
)
太
子
に
な
り
、
天
平
勝
宝
元
年
(七
四
九
)
聖
武
天
皇
の
譲
位
後
、
即
位
し
、
孝
謙
天
皇
と
な
っ
た
。
阿
倍
内
親
王
の
即
位
に
つ
い
て
、
南
部
昇
は
孝
謙
女
帝
は
「自
ら
が
直
系
相
続
を
担
っ
た
」
と
考
え
て
い
る
。
か
く
し
て
女
性
も
「直
系
」
の
成
員
資
格
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
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孝
謙
天
皇
は
未
婚
の
女
性
で
、
太
子
に
な
っ
て
六
年
目
に
異
母
兄
弟
で
あ
る
安
積
親
王
が
急
死
し
た
。
こ
れ
で
聖
武
の
男
系
は
断
絶
し
、
か
わ
っ
て
天
武
系
の
他
の
孫
が
太
子
の
位
に
就
く
こ
と
と
な
っ
た
。
天
武
の
孫
で
新
田
部
親
王
の
子
で
あ
る
道
子
王
の
立
太
子
・
廃
太
子
、
同
じ
く
天
武
の
孫
で
舎
人
親
王
の
子
で
あ
る
大
炊
王
の
立
太
子
・
即
位
(淳
仁
天
皇
)
・
廃
帝
を
経
て
、
王
位
は
再
び
称
徳
(孝
謙
重
祚
)
に
戻
っ
た
。
称
徳
天
皇
は
宝
亀
元
年
(七
七
〇
)
皇
太
子
の
位
を
空
け
た
ま
ま
五
十
三
歳
で
没
し
た
。
王
位
の
継
承
者
は
再
び
大
臣
ら
の
合
議
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
合
議
の
結
果
、
天
智
の
孫
で
施
基
皇
子
の
子
で
あ
る
白
壁
王
が
王
位
に
即
き
、
光
仁
天
皇
(皇
后
は
聖
武
の
娘
の
井
上
内
親
王
〈
母
は
県
犬
養
広
刀
自
〉)
と
な
り
、
王
位
は
ま
た
天
智
系
に
移
っ
た
。
称
徳
天
皇
以
後
、
女
帝
は
日
本
の
古
代
史
か
ら
姿
を
消
す
(古
代
以
後
、
一
六
三
〇
年
の
明
正
天
皇
と
一
七
六
三
年
の
後
桜
町
天
皇
は
女
帝
で
あ
る
)
が
、
兄
弟
継
承
は
禁
じ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
長
く
存
在
し
続
け
た
。
持
統
か
ら
聖
武
の
時
代
に
か
け
て
、
中
国
の
父
子
相
承
の
直
系
継
承
制
お
よ
び
嫡
長
男
継
承
制
は
、
中
国
の
古
代
文
化
や
法
の
一
部
分
と
し
て
日
本
の
統
治
階
層
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
萌
芽
状
態
の
み
に
終
わ
り
、
兄
弟
つ
ま
り
非
直
系
の
傍
系
に
よ
る
一
時
的
で
は
な
い
継
承
は
、
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
中
国
の
直
系
継
承
制
は
日
本
に
は
根
づ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
日
本
古
代
の
血
縁
集
団
の
構
造
に
由
来
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
三
女
帝
の
継
承
1
女
帝
登
極
の
正
統
性
に
つ
い
て
六
世
紀
終
わ
り
か
ら
八
世
紀
半
ぽ
ま
で
に
六
人
八
代
の
女
帝
が
登
極
し
た
。
初
期
の
女
帝
に
対
し
て
、
女
帝
に
な
る
第
一
条
件
と
し
て
は
「女
帝
の
即
位
に
よ
る
所
生
皇
子
排
除
」
と
い
う
立
太
子
の
原
則
を
受
け
入
れ
る
女
性
の
み
が
　
ゆ
　
女
帝
に
な
れ
る
と
す
る
研
究
者
が
あ
る
。
ま
た
、
女
帝
は
傍
系
の
男
王
に
代
わ
る
も
の
で
、
傍
系
の
男
王
は
元
々
中
継
と
し
て
即
位
し
た
が
、
往
々
に
し
て
王
位
継
承
問
題
を
紛
糾
さ
せ
が
ち
で
あ
る
と
い
う
反
省
か
ら
、
女
性
を
王
位
に
即
　あ
　
け
る
と
い
う
便
宜
的
な
方
法
を
採
っ
た
と
い
う
の
が
一
般
的
な
見
解
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
先
に
述
べ
た
通
り
、
女
帝
(持
統
ま
で
)
の
即
位
に
は
傍
系
の
男
王
と
同
様
直
系
継
承
の
「中
継
」
の
意
味
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
女
帝
が
な
く
な
っ
た
時
に
も
、
男
王
の
時
と
同
じ
よ
う
に
王
位
を
め
ぐ
る
争
い
が
起
こ
る
。
推
古
没
後
の
山
背
大
兄
と
田
村
皇
子
の
争
い
も
そ
れ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
女
帝
の
即
位
は
王
位
継
承
問
題
の
複
雑
化
を
防
ぐ
役
割
は
果
た
し
て
い
な
い
。
以
下
、
女
帝
の
登
極
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
に
、
ま
ず
女
性
即
位
の
正
統
性
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
い
。
最
初
の
女
帝
は
推
古
天
皇
で
あ
る
。
彼
女
の
治
世
期
間
、
執
政
者
は
聖
徳
太
子
で
実
権
は
蘇
我
馬
子
に
あ
っ
た
。
推
古
は
最
高
司
祭
者
で
、
一
種
の
シ
ン
ポ
　　
　
ル
と
し
て
推
戴
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
る
研
究
者
も
い
る
。
「最
高
司
祭
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者
」
と
し
て
の
役
割
は
別
に
し
て
、
推
古
は
そ
の
長
い
在
位
期
間
中
、
小
野
妹
子
の
問
題
を
解
決
し
、
母
方
の
馬
子
が
天
皇
の
直
轄
領
で
あ
る
葛
城
県
を
蘇
我
氏
に
与
え
る
よ
う
要
求
し
た
問
題
な
ど
で
常
に
皇
族
の
立
場
に
立
ち
、
馬
子
ら
の
要
求
を
拒
否
し
た
。
彼
女
が
当
時
の
政
治
の
安
定
の
た
め
に
貢
献
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
持
統
天
皇
は
国
家
と
し
て
の
制
度
の
整
備
・
完
成
、
特
に
律
令
制
度
の
完
成
に
力
を
尽
く
し
、
大
き
く
貢
献
し
た
。
推
古
と
持
統
は
い
ず
れ
も
優
れ
た
政
治
的
能
力
を
持
っ
た
女
帝
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
推
古
の
在
位
は
、
五
九
二
年
の
即
位
か
ら
六
二
八
年
に
没
す
る
ま
で
、
三
十
六
年
間
に
わ
た
る
が
、
長
い
在
位
期
間
中
、
女
性
継
承
で
あ
る
た
め
の
非
難
や
王
位
を
め
ぐ
る
争
い
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
六
人
八
代
の
女
帝
の
在
位
期
間
は
合
わ
せ
て
八
十
六
年
、
こ
の
ほ
ぼ
一
世
紀
に
近
い
問
、
女
帝
継
承
に
反
対
す
る
争
い
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
女
帝
の
立
場
は
、
中
国
古
代
の
皇
太
后
の
「臨
朝
称
制
」
の
立
場
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
。
「臨
朝
称
制
」
と
は
、
「赤
ん
坊
皇
帝
」
「小
皇
帝
」
が
即
位
し
た
後
、
彼
ら
の
母
が
皇
太
后
と
し
て
「赤
ん
坊
皇
帝
」
「小
皇
帝
」
に
代
わ
っ
て
、
国
の
最
高
政
治
権
を
握
り
、
天
下
に
号
令
し
、
直
接
国
家
を
管
理
す
る
こ
と
で
あ
る
。
前
漢
(紀
元
前
二
〇
六
年
～
紀
元
二
十
三
年
)
の
呂
太
后
も
「臨
朝
」
を
行
っ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
後
漢
(二
五
～
二
〇
八
)
時
代
に
は
、
十
歳
、
十
数
歳
、
百
日
の
乳
児
に
至
る
ま
で
が
相
次
い
で
即
位
し
て
い
る
。
例
え
ば
後
漢
、
第
四
代
の
和
帝
は
十
歳
(八
八
～
一
〇
五
年
)、
第
五
代
の
殤
帝
は
僅
か
百
日
の
乳
児
、
第
六
代
の
安
帝
は
十
三
歳
(
一
〇
七
～
一
二
五
年
)
、
第
八
代
の
順
帝
は
十
一
歳
(
一
二
五
～
一
四
四
年
)、
第
九
代
の
冲
帝
は
二
歳
(
一
四
四
～
一
四
五
年
)
、
十
代
の
質
帝
は
八
歳
(
一
四
五
～
一
四
六
年
)、
十
一
代
の
桓
帝
は
十
五
歳
(
一
四
六
～
一
六
七
年
)、
十
二
代
の
霊
帝
は
十
二
歳
(
一
六
八
～
一
八
九
年
)
で
あ
り
、
次
の
十
三
代
の
少
帝
(弁
)
も
百
日
の
乳
児
で
あ
っ
た
し
、
十
四
代
の
献
帝
は
九
歳
で
即
位
し
て
い
る
。
つ
ま
り
後
漢
十
四
代
の
皇
帝
の
内
、
第
二
代
の
明
帝
と
第
三
代
の
章
帝
が
十
九
歳
で
即
位
し
た
の
を
除
く
と
、
第
四
代
の
和
帝
か
ら
最
後
の
献
帝
ま
で
す
べ
て
乳
児
・
赤
ん
坊
・
少
年
、
つ
ま
り
す
べ
て
十
三
歳
以
下
の
「赤
ん
坊
皇
帝
」
「小
皇
帝
」
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
時
代
に
お
い
て
、
皇
太
后
に
よ
る
「臨
朝
称
制
」
は
普
遍
的
に
な
っ
た
。
そ
の
実
質
は
皇
太
后
を
中
心
と
す
る
外
戚
集
団
が
直
接
政
治
に
参
与
し
、
王
位
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
和
帝
が
即
位
し
た
当
初
は
竇
太
后
が
臨
朝
を
行
っ
て
、
北
匈
奴
と
の
戦
争
に
戦
功
を
上
げ
た
竇
太
后
の
兄
の
竇
憲
は
大
将
軍
に
な
り
、
朝
廷
の
要
職
は
竇
氏
の
一
族
に
独
占
さ
れ
た
。
和
帝
が
外
戚
に
よ
る
帝
位
の
簒
奪
も
竇
憲
に
よ
っ
て
実
現
す
る
の
を
恐
れ
、
宦
官
と
図
っ
て
竇
氏
を
除
い
た
。
後
、
和
帝
皇
后
の
鄲
氏
は
和
帝
の
没
後
に
百
日
の
乳
児
と
十
三
歳
の
安
帝
を
帝
位
に
即
け
、
臨
朝
称
制
を
行
っ
た
。
安
帝
が
死
ん
だ
後
、
唯
一
人
の
実
子
劉
保
は
皇
太
子
を
廃
さ
れ
、
安
帝
の
后
閻
皇
后
に
よ
っ
て
皇
族
の
中
で
一
番
幼
い
劉
懿
が
帝
位
に
即
け
ら
れ
た
が
、
間
も
な
く
病
に
倒
れ
た
(毒
を
盛
ら
れ
た
と
い
う
説
も
あ
る
)。
そ
の
後
、
宦
官
ら
が
閻
氏
を
除
き
、
劉
保
を
即
位
さ
せ
、
順
帝
と
し
た
。
順
帝
皇
后
の
梁
氏
も
順
帝
の
没
後
に
再
び
二
歳
、
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八
歳
、
十
五
歳
の
三
人
の
「小
皇
帝
」
を
帝
位
に
即
け
た
が
、
八
歳
の
質
帝
は
梁
太
后
の
兄
の
梁
冀
に
よ
っ
て
毒
殺
さ
れ
た
。
次
の
桓
帝
は
十
五
歳
だ
っ
た
が
、
政
治
権
力
は
や
は
り
梁
氏
に
握
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
、
皇
太
后
が
臨
朝
を
行
い
、
さ
ら
に
そ
の
一
族
を
朝
廷
の
枢
要
の
地
位
に
つ
け
た
の
は
、
政
治
混
乱
の
最
大
の
起
因
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
は
や
く
も
前
漢
の
武
帝
は
自
ら
が
危
篤
に
陥
っ
た
際
に
、
八
歳
の
息
子
の
劉
弗
陵
(漢
の
昭
帝
)
を
太
子
に
立
て
、
今
後
皇
太
后
・
皇
后
が
政
治
紛
争
を
起
こ
す
の
を
避
け
　
が
　
る
た
め
に
太
子
の
母
親
の
鈎
弋
夫
人
を
賜
死
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
後
漢
の
「娃
娃
(赤
ん
坊
)
皇
帝
」
「小
皇
帝
」
と
皇
太
后
の
「臨
朝
称
制
」
の
暗
黒
の
時
代
が
終
わ
り
、
北
魏
の
時
代
に
入
る
と
、
同
様
の
理
由
で
、
初
代
の
拓
跋
珪
(魏
道
武
帝
)
の
時
、
皇
帝
の
息
子
が
皇
太
子
に
立
て
ら
れ
る
と
、
そ
の
母
を
賜
死
さ
せ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
と
い
う
極
め
て
残
酷
な
規
定
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
規
定
の
も
と
で
魏
の
孝
文
帝
が
二
歳
に
も
な
ら
ぬ
う
ち
に
太
子
に
立
て
ら
れ
る
と
、
そ
の
母
親
は
す
ぐ
賜
死
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
『魏
書
』
巻
七
、
太
宗
紀
に
次
の
記
載
が
あ
る
。
「初
、
帝
母
劉
貴
人
賜
死
、
太
祖
告
帝
日
『昔
漢
武
帝
将
立
其
子
而
殺
其
母
、
不
令
婦
人
後
與
国
政
、
使
外
家
為
乱
。
汝
当
継
統
、
故
吾
遠
同
漢
武
、
為
長
久
之
計
』
(昔
漢
の
武
帝
将
に
其
の
子
を
立
て
ん
と
し
て
其
の
母
を
殺
し
、
婦
人
を
し
て
後
国
政
に
與
か
り
、
外
家
を
し
て
乱
を
為
さ
し
め
ず
。
汝
当
に
統
を
継
ぐ
べ
し
、
故
に
吾
遠
く
漢
武
　お
　
と
同
じ
く
し
、
長
久
な
る
計
を
為
す
)」
。
こ
の
記
述
か
ら
見
れ
ぽ
北
魏
政
権
が
中
国
北
方
系
の
異
民
族
政
権
で
あ
る
の
は
確
か
で
あ
る
が
、
政
権
を
握
る
皇
帝
が
、
皇
太
后
、
皇
后
の
「臨
朝
称
制
」
、
お
よ
び
母
后
と
そ
の
一
族
が
政
治
紛
争
を
起
こ
す
こ
と
を
懸
念
し
て
い
た
点
に
お
い
て
は
両
漢
(前
漢
・
後
漢
)
の
皇
帝
と
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。
中
国
古
代
、
特
に
後
漢
時
代
に
お
け
る
皇
太
后
、
あ
る
い
は
皇
后
の
「臨
朝
称
制
」
お
よ
び
そ
の
外
戚
集
団
が
政
権
を
牛
耳
る
と
い
う
の
が
半
ば
常
識
化
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
日
本
奈
良
時
代
に
お
け
る
天
皇
の
皇
后
は
皇
族
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
天
皇
の
母
は
妃
で
、
す
な
わ
ち
皇
族
で
は
な
い
場
合
、
蘇
我
氏
以
外
の
外
戚
勢
力
は
単
独
で
朝
廷
を
牛
耳
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
第
二
十
九
代
天
皇
の
欽
明
天
皇
は
蘇
我
稲
目
の
娘
二
人
、
堅
塩
姫
と
小
姉
君
を
妃
と
し
、
彼
女
ら
が
用
明
、
崇
峻
、
推
古
天
皇
を
生
ん
だ
。
そ
の
勢
力
が
最
高
峰
に
達
し
た
時
、
皇
子
と
天
皇
さ
え
も
そ
れ
ぞ
れ
暗
殺
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
自
殺
さ
せ
ら
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
蘇
我
入
鹿
の
時
代
に
な
る
と
、
蘇
我
氏
の
一
族
は
あ
た
か
も
自
ら
が
天
皇
で
あ
る
か
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
当
時
の
天
皇
は
や
は
り
天
皇
「家
」
の
立
場
に
立
っ
て
行
政
を
し
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
の
場
合
、
即
位
し
た
天
皇
は
皆
成
人
、
つ
ま
り
三
十
歳
以
上
だ
っ
た
の
で
、
外
戚
が
簡
単
に
政
治
を
左
右
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ぽ
前
述
し
た
よ
う
に
六
二
四
年
、
蘇
我
馬
子
が
天
皇
に
葛
城
県
の
土
地
を
請
う
て
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
蘇
我
馬
子
の
時
代
に
も
馬
子
が
崇
峻
天
皇
を
暗
殺
し
た
後
、
次
の
王
位
の
継
承
者
に
つ
い
て
、
や
は
り
「
君
臣
請
」
、
「百
寮
上
レ
表
勧
進
」、
す
な
わ
ち
有
力
豪
族
の
合
議
と
い
う
慣
習
に
則
っ
て
、
王
位
の
継
承
者
を
決
め
て
い
た
。
つ
ま
り
奈
良
時
代
の
天
皇
お
よ
び
朝
廷
の
政
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日本古代社会における王位継承 と血縁集団の構造
治
構
造
と
中
国
の
皇
帝
独
裁
と
い
う
政
治
体
制
と
は
異
な
り
、
ま
た
社
会
の
血
縁
親
族
集
団
の
構
造
も
異
な
っ
て
い
た
た
め
、
中
国
の
よ
う
な
皇
太
后
.
皇
后
の
「臨
朝
称
制
」
が
成
立
し
な
か
っ
た
し
、
外
戚
集
団
に
よ
っ
て
政
治
を
牛
耳
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
も
風
潮
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
以
上
か
ら
分
か
る
よ
う
に
中
国
の
女
性
は
娘
や
皇
太
后
・
皇
后
の
い
ず
れ
の
身
分
で
も
、
即
位
す
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
不
可
能
で
あ
っ
た
。
中
国
の
長
い
歴
史
上
で
、
女
帝
は
唐
の
則
天
武
后
た
だ
一
人
で
あ
る
。
則
天
武
后
は
初
唐
に
生
ま
れ
、
十
四
歳
で
唐
太
宗
の
幼
妾
と
し
て
宮
中
に
仕
え
、
そ
の
後
「才
人
」
の
封
を
受
け
、
「武
媚
」
と
い
う
号
を
賜
わ
っ
た
。
六
四
九
年
太
宗
が
没
し
、
則
天
武
后
は
い
っ
た
ん
尼
僧
と
な
っ
た
。
六
五
四
年
、
彼
女
は
再
び
高
宗
に
よ
っ
て
宮
中
に
召
し
入
れ
ら
れ
、
大
き
な
寵
愛
を
受
け
、
「昭
儀
」
の
封
号
を
得
た
。
そ
し
て
翌
年
、
高
宗
は
皇
后
王
氏
を
廃
し
、
則
天
武
后
を
皇
后
の
位
に
就
か
せ
た
。
そ
の
時
か
ら
則
天
武
后
は
朝
政
に
参
加
し
、
朝
廷
内
の
矛
盾
を
利
用
し
て
、
旧
大
臣
の
放
逐
や
反
対
の
大
臣
の
処
刑
を
行
い
、
さ
ら
に
ま
た
高
宗
の
母
舅
の
長
孫
無
忌
を
自
殺
に
ま
で
追
い
詰
め
た
。
当
時
の
群
臣
は
高
宗
と
則
天
武
后
を
並
べ
て
「
二
聖
」
と
称
し
た
。
高
宗
は
王
朝
の
維
持
の
為
に
王
位
を
太
子
の
李
弘
(則
天
の
長
男
)
に
譲
位
し
よ
う
と
し
た
が
、
則
天
武
后
は
毒
入
り
の
薬
酒
で
太
子
を
殺
し
、
次
男
の
李
賢
を
太
子
に
立
て
た
。
そ
し
て
高
宗
が
李
賢
を
監
国
役
に
任
じ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
則
天
武
后
は
す
ぐ
李
賢
を
廃
し
て
、
庶
民
に
し
、
三
男
の
李
顕
を
太
子
に
立
て
た
。
六
八
三
年
高
宗
が
病
没
し
、
李
顕
が
即
位
し
て
皇
帝
(中
宗
)
と
な
っ
た
が
、
則
天
武
后
は
皇
太
后
と
し
て
朝
廷
の
政
治
権
を
し
っ
か
り
と
握
っ
て
い
た
。
翌
年
、
六
八
四
年
彼
女
は
さ
ら
に
皇
帝
の
三
男
を
廬
陵
王
に
左
遷
し
、
四
男
の
李
旦
を
皇
帝
(睿
宗
)
に
立
て
た
。
ま
た
こ
の
年
、
則
天
武
后
は
都
の
洛
陽
を
神
都
と
改
め
、
唐
の
官
職
名
を
新
た
に
作
り
、
自
ら
が
女
皇
と
し
て
登
極
す
る
た
め
の
準
備
を
整
え
た
。
六
九
〇
年
四
男
の
睿
宗
を
は
じ
め
六
万
人
は
、
則
天
の
示
唆
の
も
と
に
、
国
号
の
改
称
を
上
書
し
、
そ
れ
を
受
け
た
形
で
則
天
武
后
は
国
号
の
唐
を
周
と
改
め
、
自
ら
「
大
聖
皇
帝
」
と
称
し
た
。
則
天
武
后
は
政
変
を
起
こ
し
て
皇
位
を
得
た
の
で
は
な
く
、
三
十
六
年
間
の
画
策
を
経
て
、
苦
心
惨
憺
の
末
、
六
十
七
歳
の
年
に
、
よ
う
や
く
帝
位
に
登
る
宿
願
を
果
た
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
皇
族
内
の
女
性
が
自
ら
の
正
当
な
身
分
と
し
て
堂
々
と
王
位
に
即
い
た
日
本
で
は
女
帝
の
即
位
は
正
統
性
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
国
で
は
女
性
は
皇
帝
が
幼
少
の
場
合
な
ど
に
、
最
高
で
も
皇
太
后
・
皇
后
の
身
分
で
「臨
朝
称
政
」
を
行
う
の
み
で
あ
っ
た
。
娘
の
身
分
で
は
「臨
朝
」
の
資
格
は
な
い
。
し
か
も
一
般
的
に
中
国
の
歴
史
に
お
い
て
は
、
皇
太
后
・
皇
后
の
「臨
朝
」
は
往
々
に
し
て
非
難
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
2
女
帝
の
身
分
と
女
帝
継
承
の
性
格
次
に
、
即
位
す
る
女
帝
の
身
分
に
つ
い
て
分
析
し
た
い
。
『日
本
書
紀
』
の
即
位
前
紀
に
は
、
男
帝
と
同
様
に
女
帝
の
父
・
母
の
出
身
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
安
閑
天
皇
は
「男
大
迹
天
皇
長
子
也
、
母
日
二
目
子
媛
一」
、
宣
化
天
皇
は
「男
大
迹
天
皇
第
子
也
、
勾
大
兄
広
國
押
武
金
日
天
皇
之
同
母
弟
也
」
(勾
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大
兄
広
国
押
武
金
日
天
皇
は
安
閑
天
皇
で
あ
る
)、
用
明
天
皇
は
「
天
國
排
開
広
庭
天
皇
第
四
子
也
、
母
日
二
堅
塩
媛
一」
(天
国
排
開
広
庭
天
皇
は
欽
明
天
皇
で
あ
る
)、
推
古
天
皇
は
「天
國
排
開
広
庭
天
皇
中
女
也
、
橘
豐
日
天
皇
同
母
妹
也
」
(橘
豊
日
天
皇
は
用
明
天
皇
で
あ
る
)
、
な
ど
と
そ
れ
ぞ
れ
の
即
位
前
紀
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
皇
極
天
皇
は
父
も
祖
父
も
天
皇
で
は
な
く
、
そ
の
即
位
前
紀
に
は
「渟
中
倉
太
珠
敷
天
皇
曾
孫
、
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
孫
、
茅
渟
王
女
也
」
(渟
中
倉
太
珠
敷
天
皇
は
敏
達
天
皇
で
あ
る
)
と
記
さ
れ
て
い
る
。
六
人
八
代
の
女
帝
の
身
分
を
比
較
す
る
と
、
元
正
と
孝
謙
の
二
人
は
皇
后
・
皇
太
后
の
経
験
が
な
く
、
皇
女
の
身
分
で
即
位
し
た
。
元
正
女
帝
は
文
武
天
皇
が
二
十
五
歳
の
若
さ
で
没
し
た
後
、
天
武
と
持
統
の
娘
、
文
武
の
同
父
母
姉
の
身
分
(独
身
)
で
即
位
し
た
。
孝
謙
女
帝
は
弟
の
基
王
が
早
逝
し
た
た
め
、
聖
武
の
未
婚
の
娘
の
身
分
で
初
め
て
女
性
の
皇
太
子
と
な
り
、
聖
武
天
皇
の
譲
位
に
よ
り
孝
謙
天
皇
と
な
っ
た
。
あ
と
の
四
人
は
皇
女
で
あ
り
、
前
・
元
天
皇
の
皇
后
・
皇
太
后
(元
明
は
草
壁
皇
子
の
妃
、
文
武
天
皇
の
母
)
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
皇
后
あ
る
い
は
天
皇
の
妻
で
は
あ
る
が
、
皇
女
で
は
な
い
女
性
の
即
位
は
一
例
も
な
か
っ
た
。
例
え
ば
藤
原
光
明
子
は
聖
武
天
皇
の
皇
后
で
あ
っ
た
が
即
位
は
で
き
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
女
帝
の
即
位
に
は
、
皇
女
の
身
分
が
皇
后
の
身
分
よ
り
重
要
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
女
帝
は
先
ず
皇
女
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
皇
女
で
な
け
れ
ぽ
皇
后
で
も
即
位
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
女
帝
の
王
位
継
承
法
の
特
徴
も
、
皇
女
が
皇
族
の
血
縁
成
員
資
格
を
持
っ
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
日
本
の
女
帝
の
登
極
と
中
国
の
太
后
の
「臨
朝
称
政
」
と
が
著
し
い
対
照
を
な
す
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ま
っ
た
く
異
な
る
血
縁
集
団
構
造
に
基
づ
い
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
古
代
社
会
に
お
け
る
王
位
の
継
承
は
、
一
般
的
に
前
任
者
と
一
定
の
親
族
関
係
、
す
な
わ
ち
前
任
者
の
親
族
集
団
の
成
員
資
格
を
持
っ
て
い
る
者
に
限
ら
れ
た
。
し
か
し
中
国
に
お
け
る
女
性
は
、
結
婚
前
も
結
婚
後
も
実
父
と
夫
の
宗
族
集
団
の
ど
ち
ら
の
成
員
資
格
も
持
た
な
か
っ
た
。
ゆ
え
に
皇
帝
の
娘
に
せ
よ
皇
太
后
・
皇
后
に
せ
よ
、
い
ず
れ
も
王
位
に
即
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
中
国
で
は
「
姓
」
は
宗
族
集
団
の
外
在
的
シ
ソ
ボ
ル
で
あ
り
、
同
じ
宗
族
の
男
女
す
べ
て
に
同
一
の
姓
が
冠
さ
れ
、
こ
れ
は
出
生
か
ら
死
亡
に
至
る
ま
で
終
生
変
わ
ら
な
い
。
こ
の
点
で
は
女
性
は
男
性
と
同
様
実
父
の
宗
族
集
団
に
属
す
る
。
し
か
し
結
婚
後
、
死
亡
す
れ
ば
位
牌
は
夫
の
宗
族
集
団
の
「祠
堂
」
に
置
か
れ
る
。
社
会
的
に
は
結
婚
を
境
に
父
の
宗
族
か
ら
夫
の
宗
族
へ
移
る
の
で
あ
　
ロ
　
る
。
こ
の
よ
う
に
女
性
は
父
宗
、
夫
宗
の
二
面
に
引
き
裂
か
れ
、
父
・
夫
ど
ち
ら
の
宗
族
に
お
い
て
も
完
璧
な
成
員
資
格
は
持
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
皇
帝
が
死
去
し
た
際
、
即
位
す
る
嫡
長
男
が
幼
少
あ
る
い
は
脳
に
障
害
が
あ
る
な
ど
の
事
情
が
あ
っ
て
も
、
皇
帝
の
娘
、
姉
妹
、
皇
后
、
皇
太
后
、
い
ず
れ
の
身
分
の
女
性
も
、
日
本
の
女
帝
の
よ
う
に
自
ら
即
位
す
る
こ
と
は
絶
対
に
で
き
な
か
っ
た
。
「
同
姓
不
婚
」
の
原
則
の
も
と
で
、
皇
帝
の
娘
や
姉
妹
は
外
族
に
嫁
ぐ
。
す
る
と
社
会
的
に
は
夫
の
宗
族
集
団
に
移
っ
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
娘
に
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は
「臨
朝
称
政
」
の
資
格
さ
え
も
な
く
な
る
。
他
方
、
皇
后
・
皇
太
后
は
、
社
会
的
に
は
皇
帝
の
宗
族
に
移
っ
て
い
て
も
、
「姓
」
は
実
父
の
宗
族
集
団
の
姓
の
ま
ま
で
あ
り
、
完
璧
な
皇
族
の
成
員
資
格
は
な
く
、
ゆ
え
に
皇
后
・
皇
太
后
が
政
治
的
権
力
を
握
る
場
合
、
便
宜
的
措
置
と
し
て
「臨
朝
称
政
」
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
日
本
で
は
、
天
皇
の
一
族
は
「姓
」
を
持
た
ず
、
女
性
も
皇
族
の
成
員
資
格
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
従
来
同
父
母
の
兄
弟
姉
妹
以
外
の
近
親
婚
の
習
慣
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
時
代
に
は
、
皇
女
ま
た
は
天
皇
(前
・
元
天
皇
を
含
む
)
の
姉
妹
や
娘
、
す
な
わ
ち
内
親
王
の
婚
姻
は
皇
族
内
に
限
る
と
「継
嗣
令
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
そ
も
そ
も
皇
女
や
天
皇
の
姉
妹
は
外
族
と
は
結
婚
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
意
味
で
結
婚
に
よ
っ
て
皇
族
と
し
て
の
成
員
資
格
を
失
う
こ
と
も
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
皇
族
の
女
性
は
皇
女
(前
・
元
天
皇
の
姉
妹
、
従
姉
妹
を
含
む
)
で
も
皇
女
と
皇
后
の
二
重
の
身
分
で
も
堂
々
と
登
極
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
日
本
古
代
社
会
に
お
け
る
血
縁
集
団
の
特
徴
、
お
よ
び
特
有
の
成
員
資
格
の
認
定
様
　　
　
式
、
そ
し
て
特
有
の
婚
姻
規
制
を
背
景
と
し
て
成
り
立
っ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
む
す
び
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
王
位
継
承
の
い
わ
ゆ
る
「直
系
」
説
と
女
帝
継
承
の
性
格
に
つ
い
て
、
最
後
に
も
う
一
度
見
解
を
纏
め
て
お
き
た
い
。
こ
の
時
代
の
王
位
の
継
承
に
は
以
下
の
五
つ
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
第
一
に
、
継
承
者
が
成
人
(三
十
歳
以
上
)
し
な
け
れ
ぽ
王
位
に
即
け
な
い
と
い
う
不
文
律
が
あ
っ
た
。
こ
の
不
文
律
の
も
と
で
被
継
承
者
の
兄
弟
(日
本
で
は
姉
妹
も
含
む
)
は
常
に
必
然
的
に
継
承
者
と
な
っ
た
。
第
二
に
、
王
位
を
継
承
し
た
兄
弟
ま
た
は
姉
妹
は
一
旦
王
位
に
即
け
ぽ
、
死
ぬ
ま
で
譲
位
し
な
い
。
つ
ま
り
、
兄
弟
姉
妹
が
即
位
す
れ
ば
高
齢
に
な
っ
て
も
死
ぬ
ま
で
前
帝
の
後
裔
に
バ
ト
ン
を
渡
さ
な
か
っ
た
。
そ
れ
も
不
文
律
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
日
本
に
お
い
て
兄
弟
姉
妹
に
よ
る
継
承
は
、
直
系
継
承
制
の
も
と
で
の
一
時
的
な
補
助
と
し
て
の
「中
継
」
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
第
三
に
、
伝
統
に
則
り
、
有
力
豪
族
の
合
議
に
よ
っ
て
継
承
者
を
推
戴
し
て
い
た
習
慣
が
あ
る
た
め
、
合
議
さ
れ
る
継
承
者
の
範
囲
は
被
継
承
者
の
子
だ
け
で
は
な
く
、
兄
弟
姉
妹
お
よ
び
彼
ら
の
子
も
含
む
皇
族
内
の
全
員
に
な
っ
た
。
第
四
に
、
太
子
を
立
て
て
も
、
そ
の
太
子
は
必
ず
し
も
即
位
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
立
太
子
は
往
々
に
し
て
形
式
的
に
な
る
。
ま
た
太
子
は
前
天
皇
の
子
に
限
ら
ず
、
選
定
の
仕
方
に
は
、
直
系
継
承
の
意
図
は
見
ら
れ
な
い
。
第
五
に
、
こ
の
時
期
に
は
、
皇
族
の
女
性
は
皇
女
で
も
皇
女
と
皇
后
の
二
重
の
身
分
で
も
堂
々
と
登
極
で
き
た
た
め
、
女
帝
が
頻
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
日
本
に
お
い
て
王
位
の
直
系
継
承
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
そ
れ
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
で
は
皇
族
の
中
で
単
位
家
族
が
未
だ
独
立
も
、
成
立
も
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
中
国
に
お
い
て
は
、
王
を
中
心
と
す
る
単
位
家
族
と
し
て
の
血
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集
団
内
に
お
け
る
権
力
、
財
産
な
ど
の
分
配
・
相
続
の
権
利
を
守
る
た
め
に
、
王
は
必
ず
王
の
息
子
を
継
承
者
と
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
日
本
で
は
継
承
者
は
皇
族
内
の
全
員
か
ら
生
み
出
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
一
族
の
権
力
や
財
産
が
守
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
継
承
者
を
王
の
息
子
に
限
る
必
然
性
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
中
国
と
は
異
な
り
、
皇
族
内
の
女
性
も
男
性
同
様
皇
族
と
し
て
の
成
員
資
格
を
持
っ
て
い
た
た
め
に
、
皇
族
内
の
極
端
な
近
親
婚
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
彼
女
ら
は
皇
后
や
女
帝
と
な
り
得
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
特
徴
は
す
べ
て
血
縁
親
族
集
団
の
構
造
が
然
ら
し
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
、
本
論
文
に
お
い
て
日
本
古
代
に
お
け
る
血
縁
集
団
構
造
の
父
系
擬
制
的
、
非
出
自
集
団
と
し
て
の
無
系
あ
る
い
は
血
統
上
で
の
未
分
化
の
キ
ン
ド
レ
ッ
ド
の
性
格
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
注(1
)
彦
人
皇
子
が
物
部
守
屋
、
中
臣
勝
海
対
蘇
我
馬
子
の
抗
争
の
渦
中
に
あ
っ
た
こ
と
は
『日
本
書
紀
』
用
明
天
皇
紀
に
記
録
が
あ
る
。
彦
人
皇
子
が
こ
の
抗
争
で
亡
く
な
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
敏
達
天
皇
が
太
子
と
し
た
彦
人
皇
子
が
、
用
明
天
皇
の
死
去
後
に
即
位
し
な
か
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
『日
本
書
紀
』
に
彼
に
闖
す
る
記
載
は
一
切
見
ら
れ
な
い
。
(2
)
『日
本
書
紀
』
皇
極
天
皇
紀
。
(3
)
李
則
鳴
「古
代
宗
法
制
度
探
源
」
『
中
国
古
代
史
論
叢
』
第
九
輯
、
福
建
人
民
出
版
社
、
一
九
八
五
年
、
ニ
ー
一
三
頁
。
(
4
)
『
史
記
』
殷
本
紀
に
は
そ
の
時
期
の
弟
ら
が
兄
の
子
に
代
わ
り
王
位
に
即
く
こ
と
を
九
世
に
い
た
る
ま
で
乱
れ
る
と
見
な
す
。
し
た
が
っ
て
、
「
兄
終
弟
及
」
と
い
う
継
承
は
王
位
継
承
の
正
統
で
は
な
い
と
い
え
る
。
次
の
文
を
参
照
。
(
5
)
『
史
記
』
周
本
紀
。
(
6
)
河
内
祥
輔
「
王
位
継
承
法
試
論
」
佐
伯
有
清
編
『
日
本
古
代
史
論
考
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
○
年
。
南
部
昇
「
女
帝
と
直
系
王
位
継
承
」
『
日
本
歴
史
』
二
八
二
号
、
一
九
七
一
年
。
成
清
弘
和
『
日
本
古
代
の
王
位
継
承
と
親
族
』
御
影
史
学
研
究
会
、
歴
史
叢
書
1
、
岩
田
書
院
、
一
九
九
九
年
。
(
7
)
ヌ
両
。
『
叶Φ
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Φ
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ぢ
旨
団
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e
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昌
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8
0
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ざ
Z
Φ
≦
因
o
『
汀
閑
蝉
昌
α
竃
o
Z
巴
ぎ
一
㊤
蕊
.
(
8
)
白
鳥
清
「
古
代
日
本
の
末
子
相
続
制
度
に
就
い
て
」
池
内
宏
編
『東
洋
史
論
叢
"
白
鳥
博
士
還
暦
記
念
』
に
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
二
五
年
。
(
9
)
井
上
光
貞
「古
代
の
皇
太
子
」
井
上
光
貞
『
日
本
古
代
国
家
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
第
一
刷
発
行
、
一
九
八
三
年
第
十
四
刷
発
行
、
一
八
七
頁
。
(
10
)
小
林
茂
文
『
周
縁
の
古
代
史
-
王
権
と
性
・
子
ど
も
・
境
界
』
有
精
堂
,
出
版
、
一
九
九
四
年
、
二
三
-
二
五
頁
。
(
1
)
注
(6
)
、
前
掲
河
内
論
文
。
(
12
)
注
(9
)
、
前
掲
書
、
二
二
四
頁
。
(
13
)
瀧
浪
貞
子
「
女
帝
の
条
件
」
『
京
都
市
歴
史
資
料
館
紀
要
』
第
十
号
、
一
172
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九
九
二
年
十
一
月
、
二
三
頁
。
(14
)
注
(
6
)
、
前
掲
成
清
弘
和
『
日
本
古
代
の
王
位
継
承
と
親
族
』
、
四
頁
。
(15
)
注
(
6
)
、
前
掲
南
部
論
文
。
(16
)
村
井
康
彦
の
研
究
に
よ
っ
て
、
奈
良
朝
時
代
以
前
、
王
位
継
承
の
年
齢
は
、
文
武
以
前
で
は
、
武
烈
が
十
歳
、
安
寧
が
二
十
九
歳
で
即
位
し
て
い
る
の
を
除
い
て
、
す
べ
て
三
十
歳
以
上
、
平
均
年
齢
四
十
七
歳
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
村
井
は
王
位
継
承
の
年
齢
は
三
十
歳
以
上
に
し
た
と
考
え
ら
れ
た
。
『日
本
研
究
』
第
1
集
(国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
、
平
成
元
年
)
七
二
頁
を
参
照
。
(
17
)
注
(
6
)
、
前
掲
河
内
論
文
。
(
18
)
注
(
6
)
、
前
掲
南
部
論
文
。
(
19
)
王
国
維
「殷
卜
辞
中
所
見
先
公
先
王
考
」
、
「
殷
ト
辞
中
所
見
先
公
先
王
続
考
」
王
国
維
著
、
傅
傑
編
校
『
王
国
維
論
学
集
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
二
四
-
二
五
頁
、
三
一
1
三
二
頁
。
(
20
)
『
竹
書
紀
年
』
(
『
四
部
備
要
』
、
史
部
、
上
海
中
華
書
局
據
平
津
館
本
校
刊
)
。
(
21
)
『
楚
辞
』
天
間
。
(
2
)
注
(19
)
、
前
掲
書
、
一
八
-
二
二
頁
。
(
23
)
項
北
「
甲
骨
ト
辞
校
正
『史
記
』
所
載
商
代
世
系
之
誤
両
例
」
胡
厚
宣
編
『
甲
骨
文
與
殷
商
史
』
第
二
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
六
年
、
五
頁
。
(
24
)
『
史
記
』
殷
本
紀
。
(25
)
『史
記
』
殷
本
紀
に
よ
れ
ば
、
祖
乙
は
河
亶
甲
の
子
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
王
国
維
は
ト
辞
に
よ
っ
て
祖
乙
(
且
乙
)
が
中
丁
の
子
で
あ
る
と
訂
正
し
、
そ
れ
が
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
。
王
氏
の
「
商
先
王
世
数
」
(
『観
堂
集
林
』
所
収
、
巻
九
、
一
九
～
二
一
頁
、
商
務
印
書
館
、
一
九
四
〇
年
)
を
参
照
。
(26
)
『史
記
』
殷
本
紀
。
(27
)
胡
厚
宣
「
殷
代
婚
姻
家
族
宗
法
生
育
制
度
考
」
胡
厚
宣
著
『甲
骨
学
商
史
論
叢
初
集
』
、
『
民
国
叢
書
』
第
一
編
82
歴
史
・
地
理
類
、
上
海
書
店
、
一
九
八
九
年
(本
書
は
斉
魯
大
学
国
学
研
究
所
一
九
四
四
年
版
に
よ
っ
て
影
印
)
一
ニ
ー
一
三
、
二
六
-
二
八
頁
。
(
28
)
張
光
直
『ω
冨
昌
ひq
Ω
<
田
N
餌
鉱
8
』
一
九
八
○
年
、
毛
小
雨
訳
『商
代
文
明
』
北
京
工
芸
美
術
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
一
七
二
頁
。
(
29
)
『史
記
』
周
本
紀
。
(
30
)
『春
秋
左
氏
伝
』
隠
公
三
年
。
こ
の
記
事
に
関
す
る
の
は
清
の
劉
文
淇
が
『
春
秋
左
伝
旧
註
疏
証
』
に
次
の
よ
う
に
解
釈
し
た
。
「
成
湯
既
受
天
命
、
子
孫
克
循
其
道
、
則
殷
之
受
命
、
皆
得
其
宜
、
故
百
衆
福
禄
」
と
あ
る
。
(
31
)
『春
秋
左
氏
伝
』
隠
公
一
年
。
(
32
)
『
春
秋
左
氏
伝
』
隠
公
十
一
年
。
(
3
)
劉
文
淇
『春
秋
左
伝
旧
註
疏
証
』
隠
公
十
一
年
。
(
34
)
注
(6
)
、
前
掲
河
内
論
文
の
注
(
16
)
を
参
照
。
(
35
)
『
日
本
書
紀
』
推
古
天
皇
即
位
前
紀
。
(
36
)
注
(6
)
、
前
掲
河
内
論
文
。
(
37
)
『
日
本
書
紀
』
舒
明
天
皇
即
位
前
紀
。
(
38
)
『
日
本
書
紀
』
孝
徳
天
皇
即
位
前
紀
。
(39
)
単
位
家
族
と
は
古
代
社
会
で
は
複
数
の
大
家
族
に
対
し
て
一
人
の
男
性
を
中
心
と
し
た
妻
・
妾
お
よ
び
そ
の
嫡
・
庶
子
を
含
ん
だ
家
族
で
あ
る
。
中
国
で
は
こ
の
よ
う
な
家
族
を
「
個
体
家
庭
」
と
呼
び
、
本
論
で
は
「
単
位
家
族
」
と
い
う
名
称
を
使
う
。
(40
)
村
井
康
彦
「
王
権
の
継
受
-
不
改
常
典
を
め
で
っ
て
ー
」
、
国
際
日
本
文
173
化
研
究
セ
ソ
タ
ー
紀
要
『
日
本
研
究
』
第
1
集
、
平
成
元
年
五
月
、
九
三
ー
九
四
頁
。
(
41
)
注
(
27
)
、
前
掲
書
、
二
六
頁
。
(42
)
『春
秋
左
氏
伝
』
襄
公
三
十
一
年
。
(43
)
『春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
二
十
六
年
。
(4
)
『春
秋
公
羊
傳
注
疏
』
「
昭
公
」
巻
二
十
三
、
昭
公
二
十
年
(十
三
経
注
、
一
八
一
五
年
阮
元
刻
本
、
二
九
三
頁
)
。
(45
)
『晋
書
』
巻
三
、
世
祖
武
帝
紀
。
(46
)
『新
唐
書
』
本
紀
第
一
、
高
祖
皇
帝
李
淵
。
本
紀
第
二
、
太
宗
皇
帝
李
世
民
。
(47
)
『魏
書
』
巻
六
、
顕
祖
献
文
帝
紀
。
巻
七
(上
・
下
)
高
祖
孝
文
帝
紀
。
(48
)
村
井
康
彦
、
栗
原
弘
に
よ
れ
ば
、
家
が
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
最
大
の
指
標
は
、
家
単
位
で
墓
地
を
持
つ
こ
と
な
く
、
夫
婦
別
墓
制
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
認
め
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
氏
神
祭
と
な
ら
ん
で
同
胞
意
識
の
保
持
の
役
割
を
果
た
し
た
も
の
に
氏
墓
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
代
(十
世
紀
ま
で
)
夫
婦
で
あ
っ
て
も
死
ね
ば
夫
は
夫
の
氏
族
墓
地
に
、
妻
は
妻
方
の
氏
族
墓
地
に
葬
ら
れ
、
合
葬
す
る
と
い
う
こ
と
が
な
か
っ
た
。
個
人
の
帰
属
原
理
は
「
家
」
で
は
な
く
、
「氏
族
」
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
村
井
「公
家
の
家
意
識
-
氏
と
家
と
の
狭
間
で
ー
」、
『歴
史
公
論
』
「日
本
人
と
家
」
創
刊
五
〇
号
記
念
増
大
号
、
一
九
八
○
年
一
月
、
一
〇
ニ
ー
一
〇
三
頁
、
栗
原
「
平
安
中
期
の
入
墓
規
定
と
親
族
組
織
ー
藤
原
兼
家
・
道
長
家
族
を
中
心
と
し
て
ー
」
秋
山
国
三
先
生
追
悼
会
編
『京
都
地
域
史
の
研
究
』
四
四
ー
四
六
頁
。
(
49
)
注
(40
)
、
前
掲
論
文
、
八
九
ー
九
三
頁
。
(
50
)
『
続
日
本
紀
』
文
武
天
皇
即
位
前
紀
。
(
51
)
『続
日
本
紀
』
元
明
天
皇
即
位
前
紀
。
(
52
)
「
不
改
常
典
」
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
古
く
は
本
居
宣
長
「
詔
詞
解
」
、
三
浦
周
行
「
法
制
史
概
論
」
(
三
浦
周
行
『続
法
制
史
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
一
九
年
、
一
九
五
八
年
、
六
刷
)
、
岩
橋
小
彌
太
「
天
智
天
皇
の
立
て
給
ひ
し
常
の
典
」
(
『上
代
史
籍
の
研
究
』
二
、
増
補
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
三
年
)
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
長
山
泰
孝
「
不
改
常
典
の
再
検
討
」
(
『
日
本
歴
史
』
四
四
六
)
、
直
木
孝
次
郎
「
天
智
天
皇
と
皇
位
継
承
法
」
(
『
人
文
研
究
』
六
一
九
)
、
林
陸
郎
「
天
平
の
廟
堂
と
官
人
構
造
の
変
化
」
(
『
歴
史
学
研
究
』
二
二
八
)
、
武
田
佐
知
子
「
『不
改
常
典
』
に
つ
い
て
」
(
『
日
本
歴
史
』
三
〇
九
)
な
ど
の
研
究
を
参
照
。
(53
)
『続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
三
年
(七
六
九
)
十
月
甲
辰
(十
日
)
条
に
次
の
よ
う
に
記
す
。
「
大
宰
府
言
、
此
府
人
物
殷
繁
、
天
下
一
都
会
也
。
子
弟
之
徒
、
学
者
稍
衆
。
而
府
庫
但
蓄
二
五
経
一、
未
レ
有
二
三
史
正
本
冖。
渉
猟
之
人
、
其
道
不
レ
広
。
伏
乞
、
列
代
諸
史
、
各
給
二
一
本
[。
伝
二
習
管
内
一、
以
興
二
学
業
一
。
詔
賜
二
史
記
・
漢
書
・
後
漢
書
・
三
国
志
・
晋
書
各
一
部
一
」
(大
宰
府
言
さ
く
、
「
こ
の
府
は
人
・
物
殷
繁
に
し
て
天
下
の
一
都
会
な
り
。
子
弟
の
徒
、
学
者
稍
く
衆
し
。
而
れ
ど
も
、
府
庫
は
但
五
経
の
み
を
蓄
へ
て
、
未
だ
三
史
の
正
本
有
ら
ず
。
渉
猟
の
人
、
そ
の
道
広
か
ら
ず
。
伏
し
て
乞
は
く
は
、
列
代
の
諸
史
、
各
一
本
を
給
は
む
こ
と
を
。
管
内
に
伝
へ
習
は
し
め
て
、
以
て
学
業
を
・
興
さ
む
」
と
ま
う
す
。
詔
し
て
、
史
記
・
漢
書
・
後
漢
書
・
三
国
志
・
晋
書
各
一
部
を
賜
ふ
。
(
こ
こ
の
訓
読
み
は
「新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
」
に
よ
る
)
と
あ
る
。
(
54
)
注
(
13
)
、
前
掲
書
、
二
三
頁
。
(
5
)
注
(
6
)
前
掲
河
内
・
南
部
論
文
を
参
照
。
174
(56
)
奥
田
暁
子
「王
権
と
女
性
」
鶴
見
和
子
他
監
修
『女
と
男
の
時
空
-
日
本
女
性
史
再
考
』
の
第
一
巻
『
ヒ
メ
と
ヒ
コ
の
時
代
ー
原
始
・
古
代
』
、
藤
原
書
店
、
一
九
九
五
年
。
(
57
)
『資
治
通
鑑
』
巻
二
十
二
。
『
漢
紀
』
十
四
「
漢
武
帝
」
後
元
元
年
。
(
58
)
『魏
書
』
巻
七
(
上
・
下
)
太
宗
紀
。
(
59
)
滋
賀
秀
三
『中
国
家
族
法
の
原
理
』
創
文
社
、
一
九
八
一
年
第
三
刷
版
、
二
〇
頁
。
(60
)
官
文
娜
「
古
代
社
会
の
婚
姻
形
態
と
親
族
集
団
構
造
に
つ
い
て
」
笠
谷
和
比
古
編
『
公
家
と
武
家
H
l
「家
」
の
比
較
文
明
史
的
考
察
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
九
年
、
一
〇
三
-
一
〇
七
頁
。
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